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第 1章 問題 と 目的
第 1節 視覚特別支 援学校 の美術教 育
図画 工作や美術 は、一般 的 に視 覚 を使 って創 作や鑑 賞 をす
る教科 だ と考 え られ てい る。谷 本(2005)は、美 術 は基 本 的 に
「視 覚」す なわ ち「眼」のた めに あ る と言 え るか も しれ な い と述
べ てい る。美 術 は一般 的 に視 覚 を前提 と して成 立す る芸術 分
野 だ と考 え られ てい る(増岡,2004)。時 に、視覚 特別 支 援学 校
(盲学校 等 を含 む)では美 術 は行 われ てい るのか な ど と尋 ね ら
れ る こ ともあ る。 また、行 われ て い る と して も陶芸 な どば か
り行 ってい る と考 え られ てい る よ うで あ る(日野,2005)。日本
の視 覚特別 支援 学校 の美術教 育 は 1950年に福 来 四郎 が始 め、
そ の基礎 をつ くった とい え る。 それ まで は造形 を視 覚 障害 児
教 育 の なか で行 つてい なか つた。 これ は、 日本 だ けで な く、
海 外 で もほ とん ど例 がない こ とで あ った(福来,1969;2003)。
視 覚特別支援 学校 では、小学校・ 中学校・ 高等 学校 の学 習
指 導要領 第 2章及 び第 3章に示す教 科 の 目標及 び 目標 内容 に
準ず る教 育 が行 われ てい る。 図画 工作・ 美術 におい て も通 常
学校 と変 わ らない取 り組 み が行 われ てい る。 た だ し指 導 計 画
の作成 と各 学年 にわた る内容 の取扱 い に 当た っては児 童 生 徒
の 障害 の状 態 や 特 性 を十分 考 慮 しな けれ ば な らない (文部 科
学省 ,2009)。
視 覚特別 支援 学校 に在籍す る児 童 生徒 の障害 の状態 は、 学
校 教 育法施行 令 22条の 3に記 され てい る よ うに両眼 の視力 が
おお むね 0.3未満 の もの又 は視 力以外 の視 機能 障害 が高度 の
ものの うち、拡 大鏡 等 の使 用 に よって も通 常 の文字 、 図形 等
の視 覚 に よる認 識 が不 可能又 は著 しく困難 な程 度 の ものが 主
で あ る。 学校 に よっては前述 した もの と入 学基 準 が少 しず つ
違 うところ もあ る。 一般 的 に視 覚 障害 とは、弱視 と盲 に分 け
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られ る。現在 、視 覚 障害部 門 を主 と した視 覚特別 支援 学校 は 、
全 国 に 69校あ る。幼稚 部 か ら専攻 科 まで設 置 され てい る とこ
ろが多 い が 、在 籍者 数 は、平均 50名前後 と少人数 で あ る。単
一 障 害学級 と重複 障害 学級 が設 置 され てお り、違 うカ リキ ュ
ラムで授 業 が され てい る。
通 常学校 で は視 覚 を中心 と した鑑 賞活 動 が行 われ て い るが、
視 覚 特別 支援 学校 では主 に触 覚 を も とに した鑑 賞 で あ る触 察
が 中心 に行 われ てい る(増岡,2004)。池谷 ら(2010)は、触察 は
触 る運 動 を基本 と した探 索 と、触 る こ とに よって十旨先 か ら断
片 的 に入 つて くる情報 をつ な ぎ合 わせ 、頭 の 中 に全 体 像 を構
築す る とい うイ メー ジの形 成 を連続 す る こ とで成 り立 つ と説
明 して い る。 鈴木(2006)は、美 術 の教科 書 が示 して い る よ う
にほ とん どの作 品は写真 で伝 達 で き、それ で あ る程 度 の鑑 賞
が成 り立つ の で、視 覚障害 の あ る生徒 が手軽 に鑑 賞 す るこ と
は難 しい と述 べ てい る。 また、視 覚 特別支援学 校 で は、作 品
鑑 賞 を行 う際 に絵 画作 品 を簡 略化 した線 画 に して立 体 コピニ
を作 った り、 コラー ジ ュの手法や石 膏 レ リー フ を使 う試 み な
ども行 われ て い る と述べ てい る。 それ だ けでな く、作 品の色
彩や 画 面全 体 か ら受 け る印象 な ど、 そのまま見 て感 じるこ と
が難 しい場 合 に、視覚 障害 の ない者 と視 覚 障害児 が組 み 、 作
品の情 報や 見 た印象 をお互 い に語 る こ とも作 品鑑 賞 の方法 と
して試 み られ てい る とも述 べ てい る。         :
日野(2005)の、 日本 の盲学校 の美 術・造形教 育 の実 態調 査
の結果 か ら、教員 の今後取 り組 み た い授 業 内容 の上位 に作 品
鑑 賞 が挙 げ られ ていた。 中学部 と高等部 で は、最上位 で あ っ
た。 このア ンケー ト調査 は、全 国 の視覚特別支援 学校 70校
206学部 の美 術・造形担 当教員 に行 つた もので あ る。小 学部 、
中学部 の回答 数 が ともに 50校、回答率 は 75%、高 等部 の 回
答数 が 33校、回答 率 は 49%であった。 この調 査 か ら、鑑 賞
は十 分 に行 われ て いなか った こ とが推測 され る。 取 り組 み た
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い理 由に、「鑑 賞 は見 るこ とに限 らず 、五感 を使 って鑑 賞で き
る」「小 さい うちか ら様 々な もの を鑑 賞 (触察)する力 をつ け る
こ とで、生活体験 の場 を広 げ られ る」「自分 の 中だ けにイメー
ジを広 げ る こ とは限界 が あ り、や は り他 か ら取 り入れ る必 要
が あ る」 とあ る。表 現 だ けで な く鑑 賞 を行 い、様 々 な体験 を
す る こ とが求 め られ てい る と考 える。
岩 崎 は、視 覚特別支援 学校 の児 童 生徒 は、体 験活 動 が不 足
してい る と指摘 してい る(広瀬 ,2012)。視 覚 障害児 は視 覚 か ら
ものが ほ とん ど入 うて こない た め、健 常児 以上 に体験 す る こ
とが重 要 で あ る と考 え られ る。 大 内 は、視 覚特別支援 学校 の
美術 教 育 で は、全 盲 の児童 生徒 に絵 画 の鑑 賞 は ほ とん ど行 わ
れ て い ない が 、立体模 型や絵 を組 み 立てた奥行 きの あ る立 版
古、実物模 型 を使 うな ど取 り組 み方 次第 で鑑 賞 の指 導 が可 能
で あ る と述べ てい る(広瀬 ,2012)。美術 的 な観 点 を養 うだ けで
な く、 自分 の作 品や仲 間の作 品、それ以外 の作 品鑑 賞 も 日頃
気付 か ない こ とに気付 くこ とが で き るので はないだ ろ うか。
ま た、今 後 につ なが る よい経 験 に な るのでは ないか と推察 さ
れ る。
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第 2節 学 校 美 術 教 育 の 現 状
1998年に改訂 され た学習 指 導要 領 か ら図画 工作 、美 術 の な
か に 「鑑 賞 」 が 「表 現」 に並 ぶ 教 科 の柱 と して 明確 に位置 づ
け られ 、美術館 等 の積極 的 な活 用 も盛 り込 まれ た。2008年に
改訂 され た小学校・中学校 学習 指 導 要領 で は、「表現及 び鑑 賞
の各 活 動 にお い て 、共 通 に必 要 とな る資 質や 能 力 を [共通 事
項 ]と して示す 」 と共 通事項 が新設 され た。共通 事項 とは、図
画 工作 、美術 の なかで表現 、鑑 賞 な どを各 学校 段 階 の連続 性
に配慮 し、領 域や 項 目な どを通 して共通 に働 く資質や 能力 を
ま とめた もので あ る。共通 事 項 に書 かれ てい る形や 色 、イ メ
ー ジにつ いて は造形 要素 だ けに言 え るこ とでは ない。
鑑 賞 の領域 には小学校 で は、感 じた こ とを話 した り、友 人
の話 を聞い た りす る活動 、 中学校 で は、我 が国 の美術 文化 に
関す る鑑 賞指 導 の充実 、作 品 に対 す る思 いや考 えを説 明 し合
う、批 判 し合 う活動 、高等 学校(2009年改訂)では、鑑 賞 の領
域 に我 が国の美術文化 に関す る鑑 賞指導 の充実 と指 導 の観 点
と して宗教 を明示す るこ と、作 品 につい て互い に批評 し合 う
活動 が記 され てい る。 さ らに、小 学校 、 中学校 、高等 学校 と
も同様 に、言語力 の育成 ・活 用 の重 視t美術館 等 の活 用 が 明
記 され てい る。
以前 の学校 で は表 現活動 が 中心 に行 われ て きたが 、鑑賞 も
表 現 と同等 に重視 してい か な けれ ば な らない とい う動 きが そ
れ まで よ りも増 した。福本(2001)は、1998年の学習指 導要 領
の改訂 に よつて、鑑 賞 の指 導 を従 来 と同 じよ うに表 現 との 関
連 を図 つて行 うこ とを原則 と しつ つ 、全 学年 で発 達や 地域 の
実態 に応 じて独 立 した指 導 が で き る よ うにな り、また 、美 術
館 との連携 が示 され た こ とで よ り積 極 的 で多 面 的 な意 義 を鑑
賞 に認 め よ うと して い る と述 べ てい る。鑑 賞 の学習 が様 々 な
形 でで きる よ うになった と考 え られ る。改訂 され た背 景 には、
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鑑 賞 学 習 の 高 ま りが あ る。 具 体 的 に は 、 ① 鑑 賞 メ デ ィ ア の 変
化 、 ② 美 術 館 教 育 の 発 展 、 ③ ア メ リ カ の 美 術 教 育 の
DBAE(Discipline Based Art EducatiOn,学問 に 基 づ く美 術 教
育 )の間 接 的 影 響 が 考 え られ て い る。DBAEの考 え 方 は 創 造 表
現 の み な らず 美 術 史 、 批 評 、 美 学 な どの ア カ デ ミ ッ ク な領 域
か らア プ ロー チ を ふ く め る こ と で 美 術 の 知 的 な 側 面 を 強 調 し、
教 科 と して の 明 確 な位 置 付 け を ね ら っ た こ とが 基 底 に あ る も
の で あ る (福本 ,2001;2005)。鑑 賞 学 習 を 学 校 で 積 極 的 に行 う
こ とで 美 術 作 品 に触 れ る機 会 を 作 り、 知 識 を 増 や しつ つ 、 自
分 の 感 じた こ とや 思 い を 相 手 に 伝 え る力 を つ け る こ とや 美 術
館 等 を 活 用 して 有 意 義 な 活 動 を す る こ とが1求め られ て い る と
考 え る。
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第 3節 美 術 館 等 の 現 状
現在 、視 覚 障害者 のた め に美術館 の鑑 賞 ツアーや創 作活 動
とい つたプ ログラム を行 つて い る民 間団体 、美 術教材 を貸 し
出 してい る美術館・博 物館 等 が あ る。 まず 、美 術館 0博物 館
等 につ い てだが、美術館 や 博 物館 は社会教 育施 設 で あ る。 さ
らに、美 術館 は正式 には博 物館 の一種 で美 術博 物館 とい うが、
ここで は美 術館 とし、博 物館 も含 めて美 術館 等 とす る。鑑 賞
ツアー を行 つてい る団体 の なか には、 ミュー ジア ム・ アクセ
ス 0ビューや アー トな美 の よ うに、作品 を触 るだ けで な く、
触 る こ とので きない もの を対話 に よってイ メー ジ を深 める鑑
賞 の取 り組 み が行 われ てい る ところ もあ る:それ らの 団体 で
は、視 覚 障害者 と視 覚 障害 の ない者 が一緒 に主 に言葉 によ つ
て鑑 賞 をす る とい う方法 で鑑 賞 を行 つてい る(エイブル・アー
トジ ャパ ン,2005)。
美 術 館 等 で は近年 、視 覚 障害者 へ の配 慮や支援 を行 うと こ
ろが多 くみ られ るよ うに な って きた。視 覚 障害者 の美 術館 等
へ の ア クセ スは、1913年にイ ギ リスのサ ンダー ラン ド博物 館
とア メ リカ の メ トロポ リタ ン美術館 でそれ ぞれ 館長 の発意 に
よって始 ま った。 これ らで は、視 覚 障害者 に解 説 しなが ら資
料 に触 れ て観 察や鑑 賞 を行 つていた。 また、 じか に展 示 に触
れ て楽 しめ るハ ンズ・オ ン系博 物館 の始 ま りは 、19世紀後 半
のア メ リカ に生 まれ た こ どもの博物館や 、20世紀初頭 の欧 米
にお け る伝 統 あ る主 要 自然 科 学博 物館 で あ る(染川 ら,2000)。
日本 にハ ンズ 。オ ン展示 が取 り入れ られ た のは、1990年代 の
後 半 の こ とで あ る。 そ の頃 か ら 日本 では、視 覚 障害者 への 取
り組 み が普 及 して きた。 ハ ンズ・ オ ン とい う展 示方 法 にみ ら
れ る よ うな触 ってみ る とい うこ とがそれ までは され て こな か
った ので あ る(広瀬,2012;ジュ リア 0カセ ム,1998)。染 川 は 、
ハ ンズ・ オ ン とは、触 つて 自分 で確 か め る こ とで あ り、触 れ
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た り動 か した り試 した りを 自分 自身 で実践 す る こ とで 自ら発
見す るチ ャンス を得 る こ とがで き る仕掛 けで もあ る とも述 ベ
てい る(広瀬 ,2007)。ハ ンズ・ オ ンは、教 育 的な付加 価 値 が あ
る と考 え られ てい る。 また 、行 きつ く先 はマイ ンズ・ オ ンで
あ り、 手 だ けで な く心 も動 かす 展 示 が 目指 され て い る(染川
ら,2000)。
日本 にお いて視 覚 障害者 も美術館 等 で美 術鑑 賞 を楽 しめ る
よ うな きつか けをつ くつたの は、1984年に設 立 され た ギャ ラ
リーTOMであ る(播磨,2007;濱垣 ,2008)。視 覚 障害者 のた め
の手 で見 るギ ャ ラ リー と してオー プ ン した。 手 作 品展 があれ
ば、造形 作 品 を 自由に手 で触 れ て鑑 賞で き る。また、1986年
か ら隔年 で全 国の視 覚特別 支援 学校 か ら作 品 を募集 し、展 覧
会 も開いて きたが、現在 は募集 停止 してい る との ことで あ る。
そ の他 に も、国立民族 学博物館 では、触 れ る展示 が 2012年3
月 よ り常設展 としてお かれ てい る(広瀬 ,2012)。二重 県 立美 術
館 等 で は、鑑 賞教育教材 を貸 し出 し して い る(下,2005)。兵 庫
県 立美 術 館 で は、視 覚 障害者 を対 象 に した触 る展示 を 1989
年 、前 身 の兵 庫 県 立近 代美術館 の頃 か らt常設 展 室 の二室 を
使 い 「視 覚 に障害 の あ る方 に美術鑑 賞 の機 会 を」 とい う趣 旨
の も と続 けて きた(兵庫 県立美 術館 ,2013)。      |
こ うした動 きの背 景 には、美術 を楽 しみ たい視 覚 障害者 の
声や 、誰 もが利 用 で き る公共施設 を求 め る社会 変化 が ある(青
柳 ら,2013)。博 物館 と障 害者 との 関係 が議 論 され る よ うに な
った のは 1970年代 末 で あ る。1981年の 国際障害者 年 を契機
に公 共施 設 をバ リア フ リー に しよ うとい う動 きが進 み 、先 駆
的 な博 物館 で展示 内容や方 法 の検討 や実 践 が進 め られ て き た
(駒見 ,2008)。これ までは 目を使 って鑑 賞 をす る こ とが 当た り
前 と して重視 され て いたた め、特 に視 覚 障害者 の こ とにつ い
て は考 え られ て い なか った よ うに思 える。 美術 館等 で は これ
まで美術館 にア クセ スで きなか つた人 々の鑑 賞 の取 り組み に
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つ い て 近 年 実 践 や 研 究 が な され つ つ あ る。2009年に は ユ ニ バ
ー サ ル ミ ュ ー ジ ア ム 研 究 会 が 発 足 され て い る。 ユ ニ バ ー サ ル
ミ ュ ー ジ ア ム 研 究 会 とは 、 国 立 民 族 学 博 物 館 の 広 瀬 浩 二 郎 氏
が 中 心 と な り、 誰 も が 使 い や す い ミ ュー ジ ア ム の た め の研 究
を 行 つ て い る 団 体 で あ る。 そ の 他 に も、 視 覚 特 別 支 援 学 校 の
児 童 生 徒 を 美 術 館 に 呼 ん だ り、 作 品 鑑 賞 に つ い て 視 覚 特 別 支
援 学 校 の 教 員 に 助 言 を 求 め て い る と こ ろ も あ る (広瀬 ,2012;
漬 垣 ,2008;海老 塚 ら,2011)。
日本 博 物 館 協 会 バ リア フ リー 委 員 会 で は 、2004年8月に 博
物 館 に お け る 障 害 者 対 応 調 査 を 質 問 紙 で 行 つ て い る 。 調 査 対
象 は 日本 博 物 館 協 会 会 員 で あ る 1156館。園 で 、 回 答 状 況 は
673館。園 、 回 収 率 は 75.5%であ つ た 。 そ の な か で 、 視 覚 以
外 の 方 法 で の 展 示 方 法 の ア ク セ ス を 聞 い て い る 項 目が 存 在 し
た 。「視 覚 以 外 の 方 法 で ア ク セ ス で き る 展 示 物 が あ る 」 が
43.8%、「な い 」が 55.4%であ つ た 。そ の 内 容 は 、多 い 順 に「手
で 触 る 」が 33.8%、「体 験 す る 」が 11:8%、「音 を 聞 く」が 10.5%
で あ っ た も次 に 、「そ の 展 示 物 は ど こ に置 か れ て い る か 」 と い
う質 問 で は 、「展 示 室 」が 33.0%、「オ ー プ ン ス ペ ‐ ス 」が 10。7%
とな っ て い た 。ま た 、「視 覚 障 害 者 が 展 示 物 を観 察 す る た め の
支 援 を行 つ て い る か 」 とい う質 問 で は 、「支 援 を して い る 」 が
21.4%、「 し て い な い 」 が 72.9%であ っ た (日 本 博 物 館 協
会 ,2005)。鑑 賞 す る た め の 支 援 を 行 っ て い る数 は あ ま り多 い
とは 言 え な い 。 しか し、 これ は 約 10年前 の 調 査 で あ る の で 、
現 在 の 状 況 は わ か ら な い 。
博 物 館 全 体 を め ぐ る近 年 の 動 向 は 、2008年度 日本 の 博 物 館
総 合 調 査 研 究 報 告 書 が 明 らか に して い る。 報 告 書 に は 、1997
年 、2004年、2008年の 調 査 比 較 が され て い る 。 そ れ に よ る
と、10年の 間 に 教 育 普 及 活 動 が 増 加 して い る こ とが 示 され て
い る。2008年の 調 査 対 象 は 全 国 の 博 物 館 、 登 録 、 相 当施 設 、
類 似 施 設 の 計 4035館で 回 答 状 況 は 2257館、回 収 率 は 55。9%
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で あ つ た 。 こ の 調 査 か ら遠 足 や 授 業 の 一 環 と し て の 来 客 利 用
は よ く行 わ れ て お り、 学 芸 員 が 館 内 や 出 前 で 直 接 指 導 を行 う
例 が 増 え て き て い る こ と、教 員 向 け の 講 習 会 も増 加 し て お り、
学 校 と の 連 携 へ の 取 り組 み は 進 ん で き て い る こ とが 記 され て
い る。 しか し、 鷹 野 が 指 摘 し て い る よ うに 博 物 館 へ 授 業 の 一
環 と して 来 館 す る学 校 数 は 増 加 して は い る も の の 、 博 物 館 数
と学 校 数 か ら考 え る と博 物 館 の 来 場 者 数 が 増 加 して も 多 く の
学 校 が 博 物 館 を 利 用 し て い る と い う こ と で は な い と い え る
(日本 博 物 館 協 会 ,2009)。
以 上 の こ とか ら、 美 術 館 等 の 視 覚 障 害 者 へ の 取 り組 み や 学
校 と の 取 り組 み が 増 え て き て い る こ とが わ か る が 、 ま だ ま だ
完 全 な も の で は な い とい え る。
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第 4節 本研究 の 目的
これ まで述 べ て きた よ うに 、美 術 教育 の実態 と して、学 習
指導 要領 が改訂 され てか ら鑑 賞 学習 が注 目され つつ あ る。 ま
た、美 術館 等 の実態 と して は近 年 誰 にで も使 いやす い施設 を
目指 し実 践や研 究 が行 われ て い る。 なか には、視 覚 障害者 に
どの よ うな展示や支援 が必 要 なのか考 え られ て い る ところ も
あ る。美 術館 等 で教育普及 活 動 が増加 してい る こ とについ て
は、学習指 導要領 に美術館 等 の活 用 や連携 が明記 され 、学 校
が美 術館 等 を活用 しつつ あ る こ とと関係 が あろ う。
美 術館 等側 の学校や視 覚 障 害者 へ の取 り組 み はヽ研 究 と し
て あ る ものの、視 覚特別 支援 学校 側 か らみ た美 術教 育 の研 究
は少 ない。視 覚特別支援 学校 の実 態 として は、少人数 で障 害
の程 度 も多様 で あ る。触 察 を 中心 と した教 育活 動 を行 つて い
るが 、美 術 は どの よ うに行 われ て い るのだ ろ うかし 視 覚特 別
支援 学校 在 籍者 数 の減 少 に よって教員数 が減 少 し、主要教 科
とよばれ る もの と自立活動 の時 間以外 の授 業 に力 をあま り入
れ て い ない ところ もあ る とい う話 を聞 く。 また、 美 術 らしい
美術 なん て行 われ てい ない の で は ないか とい う声 もあ る。 実
際 は どの よ うな状態 なのだ ろ うか。 学習指 導要 領 に鑑 賞指 導
の充実 と記述 され て あ るが、 どの よ うな指 導 が行 われ てい る
の で あ ろ うか。 美術館 等 の活 用 の実 態 につ いて も、美 術館 等
が鑑 賞 学習 のなかで活 用 され てい るのか 、活用 され て も一 度
き りの活動 にな って しまってい るのか詳 しい実 態 は あま り明
らか に され てい ない。鑑 賞 学習 の際 に美 術館等 を活 用す る こ
とに よって、美 術 の ものの見方 を身 につ け るだ けで な く、子
どもの経験 を よ り豊 か な もの にす る こ とがで き るか も しれ な
い。 また、学校 内で行 え る活 動 の 限界 を補 うこ ともで きるの
では ないだ ろ うか。
そ こで本研 究 で は、視 覚 特別支 援 学校 の図画 工作 ・美術 に
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お け る鑑 賞学習 の取 り組 み の現 状 と課題 を調査 し、美 術館 等
との連携 を含 めた鑑 賞学習 の今 後 の在 り方 につ い て検討す る
こ とを 目的 とす る。
・ 11‐
第 2章 研 究 方 法
1.目的
全 国 の 視 覚 特 別 支 援 学 校 に お い て 図 画 工 作 ・ 美 術 の 授 業 で
の 鑑 賞 に 関 す る実 施 内 容 、 実 施 方 法 等 を 調 査 す る。
2.方法
全 国 盲 学 校 長 会 に加 盟 して い る 全 国 69校(分校 を 除 く)の視
覚 特 別 支 援 学 校 の 図 画 工 作 ・ 美 術 担 当教 員 を 対 象 と した 。
手 続 き は 、 郵 送 に よ る 質 問 紙 調 査 を行 つ た 。 調 査 期 間 は 、
2013年6月か ら 8月で あ つ た 。
3.調査 内 容
調 査 は 、 回 答 者 に つ い て 、 学 校 で の 取 り組 み に つ い て 、 鑑
賞 学 習 に つ い て 質 問 した 。 調 査 項 目作 成 に あ た つ て は 、 日野
(2005)の「 日本 の 美 術 0造形 教 育 の 実 態 調 査 」 を 参 考 に し 、
視 覚 特 別 支 援 学 校 の 図 画 工 作 ・ 美 術 担 当 教 員 の 助 言 を 受 け 、
作 成 した 。
調 査 項 目に つ い て は 、 以 下 の 通 りで あ る。






2)学校 で の 取 り組 み に つ い て
(1)昨年 度 の 制 作 物
(2)作品 展 の 出 展 の 有 無
(3)作品 展 の 出 展 場 所





(6)他の学校 の教員 との情 報 交換 の有無
(7)情報 交換 の内容
3)鑑賞 学習 につ いて
A鑑賞 学習 につ いて
(1)鑑賞学習 の実施状況
(2)鑑賞学習 を実施 してい ない理 由
(3)鑑賞 学習 の実施場所
(4)学校 内のみ での鑑 賞学習 の学 習 内容
(5)学校 外 を含 めた鑑 賞学習 の学習 内容
(6)学校所蔵 の鑑 賞学習教材 の有無
(7)学校所蔵 の鑑 賞学習教材 の名 称
(8)鑑賞 の授 業 で の特色 あ る取 り組 み
B文化施設 の活用 、連携 につ いて
(1)授業や行事 で の美術館 0博物館文化 施設 活用 の有無
(2)①美術館・博 物館 等文化 施設 の名称
② 実施 回数
③実施 内容
(3)近隣の美術館・博 物館 等文化施設 の有無
(4)近隣の美術館・博物館 等文化施設 と授 業や行事 で活用 す
る施 設 の違 い
(5)①近 隣の美術館 ・博 物館 等文化施設 の名 称
② 実施 回数
③ 実施 内容
④鑑 賞 を行 う際 の連携 、協力機 関
(6)①連携 、協力機 関の名 称
② これ までの取 り組 み




⑥打 ち合 わせ の頻度
⑦準備物
(8)連携 、協力機 関がない理 由





(3)鑑賞学習 の困難 さ     :
(4)鑑賞学習の在 り方 について思いや考 え
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第 3章 結 果 と考察
第 1節 回収 結果
回収数 は 56校(81。2%)であ つた。 その うち、美術 の授業 を
行 つてい ない学校 が 1校あ り、未 回答 の 旨が書 かれ ていた た
め、有 効 回答 数 は 55校(79。7%)であ る。
なお 、3校か ら複 数 の回答 が あつた為 、3校につ い ては、回
答 を平均 し、1つに した。
自由記 述 に関 して は、特別 支援 教 育専攻 の院 生 3名とカ テ
ゴ リー分 類 を した。
また 、第 2節以 降 、結 果 に続 い て考察 を述 べ る。
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第 2節 回答者 につ いて
1)雇用 形 態
質 問 紙 回 答 者 は 、 教 諭 が 48件(87%)、講 師 が 7件(13%)で
あ っ た 。 質 問 紙 回 答 者 は ほ と ん どが 教 諭 で あ る 。 質 問 紙 協 力
願 い の 連 絡 の 際 、 美 術 担 当 が 講 師 で あ る か ら今 回 は 遠 慮 す る
とい う と こ ろ や 、 夏 休 み 中 な の で 講 師 は 来 な い とい う学 校 も
あ っ た た め も う少 し講 師 で 図 画 工 作 、 美 術 を 担 当 して い る者
も い る の で は な い か と推 測 され る。
2)勤続 年 数
回答者 の現任 校 にお け る勤続年 数 は、1年目が 6件(11%)、
2～4年口が 22イ牛(40%)、 5～9年目が 15イ牛(27%)、 10年目以 ■




3)回答 者 の 所 属 に つ い て
回 答 者 の 所 属 学 部 は 、小 学 部 14件(25%)、中 学 部 19件(35%)、
高 等 部 17件(31%)、質 問 項 目 に は な い が 、 中 学 部 と高 等 部 両




も の が 2件(9%)あっ た 。 これ は 、 中 高 等 部 と して カ ウ ン ト し
た (表 1)。
中 学 部 と高 等 部 が 一 緒 で あ る 学 校 が 55件中 5件あ る とい う
こ と が 言 え る の で は な い だ ろ うか 。 そ の 背 景 に は 、 生 徒 数 の
少 な さ が 関 係 す る と考 え られ る 。
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4)担当 教 科 に つ い て
担 当 は 、複 数 教 科 兼 任 が 30件と 1番多 い 。な お 、複 数 回 答
可 と した た め 合 計 は 55件に な っ て い な い (図 2)。
美 術 担 当 に 着 目す る と 、内 訳 は 、美 術 担 当 の み の 教 員 6件、
図 画 工 作 担 当 、 美 術 担 当 の 教 員 2件の 計 8件で あ っ た 。 担 任
は 教 科 と 関 係 な く受 け 持 つ も の な の で 、 担 任 と美 術 担 当 に も
着 目す る と 、担 任 と美 術 担 当 の 教 員 は 2件、担 任 と 図 画 工 作 、
美 術 担 当 の 教 員 3件で 計 5件で あ つ た 。 表 2の網 掛 け 部 分 を
合 計 す る と 13件で あ る (表 2)。 こ の こ とか ら、 複 数 教 科 を 兼
任 して い る 教 員 が 多 い こ と が わ か る 。 しか し、 質 問 紙 に は 担
任 と美 術 を 選 択 して い る も の や 複 数 教 科 兼 任 を 選 択 して い る
も の 等 が あ る が 、 本 当 は 美 術 が 専 門 だ が 、 複 数 教 科 を 兼 任 し
て い る の で 複 数 教 科 兼 任 に の み 選 択 して い る と い う こ と も あ
り う る 。 記 入 欄 の 書 き 方 は 様 々 で あ っ た た め 、 担 当 して い る
も の が 同 じで あ つ て も 、 人 に よ つ て は 同 じ選 択 に は な つ て い









図 2担当 教 科 合 計 (複数 回 答 可 )
表 2担当 教 科
担 当教1科 件
複 数 教 科 兼 任 14
学 級 担 任 、 複 数 教 科 兼 任 6
美 術 担 当 (専科 )、 複 数 教 科 兼 任 4
学 級 担 任 3
図 画 工 作 担 当 (専科 )、 美 術 担 当 (専科 )、 複 数 教 科 兼 任 3
学 級 担 任 、 美 術 担 当(専科 )、 複 数 教 科 兼 任 3
図 画 工 作 担 当 (専科 )、 美 術 担 当 (専科 )、 そ の 他
?
?
美 術 担 当 (専科 )、 そ の 他 1
学 級 担 任 、図 画 工 作 担 当 (専科 )、 美 術 担 当 (専科 )、 そ の 他 1
学 級 担 任 、 美 術 担 当 (専科 )、 そ の 他 1
学 級 担 任 、 図 画 工 作 担 当 (専科 )、 そ の 他 1
学 級 担 任 、 そ の他
そ の 他 2
合 計 55
5)担当 学 部 に つ い て
小 学 部 7件(13%)、中 学 部 13件(24%)、高 等 部 8件(14%)、
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小 学 部 と 中 学 部 7件(13%)、中 学 部 と高 等 部 10件(18%)、小
学 部 か ら高 等 部 ま で 10件(10%)であ っ た (図 3)。 各 学 部 の 担
当 学 年 の 内 訳 は 巻 末 資 料 に 記 す 。表 3から表 8の通 りで あ る 。
担 当 学 部 に つ い て の 考 察 で あ る が 、 小 学 部 か ら高 等 部 ま で
を 担 当 す る 教 員 が 10件と多 か っ た 。小 学 部 と 中 学 部 、中 学 部
と高 等 部 と い う よ うに 、 自分 の 所 属 以 外 の 他 学 部 も受 け 持 つ
て い る ケ ー ス が 約 半 数 見 受 け られ た 。 ま た 、 そ うい つ た 教 員
が 他 学 部 す べ て の 学 年 を 受 け 持 つ て い な い ケ ー ス も あ る。 そ
の 理 由 と して 、 該 当 す る 学 年 の 児 童 生 徒 が い な い の で は な い
か と推 測 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 他 の 担 当 者 が い る こ
と も 考 え られ る 。 所 属 学 部 と担 当 学 部 を 合 わ せ る と 、 小 学 部
担 当 で あ る が 高 等 部 所 属 の も の や 、 小 中 高 等 部 担 当 の うち 5
件 が 小 学 部 所 属 、2件が 中 学 部 所 属 、2件が 高 等 部 所 属 、1件
が 中 高 部 所 属 と い う も の も あ つ た 。 美 術 担 当 の 教 員 が 少 な い
こ と が 考 え られ る 。 しか し、 こ の 設 問 だ と美 術 以 外 の 自分 が





図 3担当 学 年 の 内 訳
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第 3節 鑑 賞学習について
1)鑑賞学 習 の実 施 状 況
鑑 賞学習 を実施 してい る学校 が 55件中 49件(89%)、実施
してい ない学校 が 6件(11%)であった(図 4)。
鑑 賞 学習 は学習 指導 要領 に明記 され てい るた めか、約 9割
の学校 で実施 され て い た。
2)鑑賞学 習 が実施 され て いな い理 由
鑑 賞学習 を実施 してい ない学校 6件に理 由を尋 ね た ところ、
視 覚 障害者 用 に配慮 され た鑑 賞教材 が見 当た らない か らが 4
件 、教材 が購 入 で きない か らが 2件で あ った。鑑 賞 は必 要 な
い と思 うか らとい うもの には該 当が なか つた(図 5)。
鑑 賞 学 習 は必 要 ない とは思 つて い ない ものの、視 覚 障害者
用 に配 慮 され た教材 が ない とい う理 由か ら鑑 賞 学習 が実施 さ
れ て い ない とい える。教材 が あれ ば実施 され る可能性 もあ る。







図 5鑑賞学 習 を実 施 してな い理 由 (複数 回答可 )
3)鑑賞 学 習 の 実 施 場 所
鑑 賞 学 習 を 行 っ て い る 49件の うち 、鑑 賞 学 習 を 学 校 の み で
実 施 して い る の が 27件(55%)、学 校 以 外 で も 実 施 して い る の
が 22件(45%)であ つ た 。 学 校 以 外 と は 、 美 術 館 等 や 地 域 施 設
等 が 考 え られ る 。
4)学校 内のみ での鑑 賞学 習 の学 習 内容
学校 内のみ で の学習 内容 の取 り組 み は、児 童 生徒 同士 で 自
分 た ちが制 作 した作 品鑑 賞 が 29件で 1番多 く、つ い で歴 史 的
な美術 作 品 の鑑 賞 が 8件、学校 所蔵 の美術 作 品鑑 賞 が 7件で
あつた(図 6)。
考 察す る と、児 童 生徒 同士 で 自分 た ちが制 作 した作 品鑑 賞
の件 数 が高 い とい うこ とは、独 立 した かた ちの鑑 賞 で はな く、
造 形 学 習後 に鑑 賞 を行 つてい る学校 が多 い こ とが予 測 され る。






図 6学校 内 で の 鑑 賞 学 習 の 学 習 内 容 (複数 回 答 可 )
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5)学校 外 も含 めた鑑 賞学 習 の学 習 内容
学校 外 も含 めた鑑 賞 学 習 の学習 内容 は、児 童 生徒 同士 で 自
分 た ちが制 作 した作 品鑑 賞 が 19件と 1番多 く、文化施 設 が行
う作 品展 の作 品鑑 賞 が 11件、出品 した作 品展 の作 品鑑 賞 が 9
件 、文化施 設 や 民 間団体 の鑑 賞 ワー クシ ョップ 、 出張授 業 等
が 8件、学校 所蔵 の美 術 作 品鑑 賞 が 7件、歴 史 的 な美術 作 品
の鑑 賞 が 5件で あつた(図 7)。文化施 設 につ い て で あ るが 、文
化施 設 は劇 場 、音 楽 堂等 の こ とを指 す こ とが多 い よ うで あ る。
しか し、文 化施 設 に美 術館・ 博 物館 等 を含 ん で い る よ うな表
現 もよ く 目にす るた め、 こ こで は美術館・ 博 物館 等 も文化 施
設 の なか に入れ る。
続 い て考 察 だ が 、学校 外 も含 めた鑑 賞学 習 を行 ってい る学
校 で も、児 童 生徒 同士 で 自分 た ちが制 作 した作 品鑑 賞 を行 っ
て い る件 数 が 1番多 い こ とが示 され た。 また、造形 学習 と別
に、文化施 設 や 民 間 団体 を利 用 した り、学校 で鑑 賞 を独 立 し
た かた ちで行 つて い る こ とが 「学校 所 蔵 の美術 作 品 の鑑 賞 」











図 7学校 外 含 め た 鑑 賞 学 習 の 学 習 内 容 (複数 回 答 可 )
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6)学校 所蔵 の鑑 賞学 習教 材 の有無
学校 所蔵 の鑑 賞学習 で活 用 で き る美術 作 品等 は 25件(45%)
が あ る、29件(53%)がない と回答 した。
7)学校 所 蔵 の美術作 品等 の 名称
学校 所蔵 の美術 作 品の名 称 は、38件挙 げ られ た。それ らを
アか らオ の 5つに分類 分 け した。
ア .立体(24件)
・ 石 膏像(2件)
0ギリシ ャ・ ローマ 時代 の石 こ う像
・ 足 と手 の石 こ う像 (時代 不 明 )
・ ミロの ビーナ ス立像 (半身 )
・ ミロの ビー ナ ス(模型 )
・ 半 立体 の もの
・「明 日に向 つて」小 野健 寿
・「巣 立 ち」小 野健 寿
・ 陶器
`鉄器 等 工 芸 品
・ サ モ トラケのニ ケ(小)など
・ 能 面等 の レプ リカ
・ は にわ(レプ リカ )
・ 彫刻 レプ リカ (モデ イ リア ニ 、 ピカ ソ、 ミケ ラ ン ジ ェ ロ、
ロダ ン )
・ 個 人 の作 家 の彫刻
・ 昭和 40年代 に学校 で購 入 した木材 のお面 (仏像 )
・ 無題 (立体)藁の作 品 2点 林厚 良
0無題 (絵画)立体 的 な もの 3点 田内徳重
。「マー キ ュ リー 」 ロダ ン(複製 )
0「帽子 のカ ミーユ・ ク ロ」 ロダ ン(複製 )
イ。触 れ る絵 画(10件)
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・ 手 で 見 る北斎『 冨嶽 三 十 六景 神 奈川 沖浪裏 』3件
0宇都 宮美術館 手 で見 る作 品ガイ ド
0美術館 が作製 したガイ ドブ ック
0ふれ る世 界 の名 画集 (日本 点字 図書館 )
・ 名 画 レ リー フ(点字解 説 付 )
・ 有名 絵 画 の レプ リカ等
・ レ リー フの絵 画
・ 立 体 コ ピー
ウ.過去 の作 品(3件)
・ 児童 生徒 が制 作 した作 品 、教 師 の参 考作 品
・ 過 去 の生徒 作 品 2件
工 .映像 教材(2件)
・ 鑑 賞 用 DVD
e TVを録 画 した ビデ オ (教員個 人 の もの )
オ .その他(2件)
・美 術 全集 の よ うな もの(教員 個 人 の もの )
・ 油絵
学 校 所 蔵 の美術 作 品は立体 、触 れ る絵 画 の順 に多 か つた。
ほ とん どが触 ってわか る教材 で あ った。有名 な美術 品 もあ り、
美 術 史 の勉 強 の役 に立 ってい る こ とも予想 され る。 学校 に鑑
賞教材 とな る ものが あ る と、 レン タル 品 で はない の で時 間 の
制約 もな く、 日を替 えて じっ く りと鑑 賞 す る こ とが で き る と
考 え る。 しか し、 同 じもの を何 度 も鑑 賞 す る と新鮮 味 が な く
な るので 、た くさん の種類 の鑑 賞教材 が求 め られ るで あろ う。
8)鑑賞学 習 の特色 あ る取 り組 み
鑑 賞 の授 業 で特 色 あ る取 り組 み を行 つて い る と回答 した の
は 16件で あった。内容 につ い て 、アか ら工 の 4つに分類 した。
詳 しくは、巻 末 資料 に記 した。触 察 で き る教材 や 映像 教材 な
ど、工夫 され て い た。学校 内 に ギ ャ ラ リー が あ り、 日頃 か ら
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自 由 に 自分 た ち の 作 つ た 作 品 を 触 る こ と の で き る場 の あ る 学
校 が あ る こ と も わ か つ た 。 そ の よ うな 場 所 が あ る と 日頃 か ら
作 品 に 親 し め る の で は な い だ ろ うか 。
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美 術館 等 の活用 、
1)授業 や 行 事 で の 美 術 館 等 活 用 の 有 無
授 業 や 行 事 で 美 術 館 等 へ 34件(62%)が行
答 し、21件(38%)が行 く こ と は な い と回 答
く こ とが あ る と回
した (図 8)。
n=55
図 8美術館 等活用 の有 無
2)授業 や 行 事 で 使 用 す る 美 術 館 等
(1)美術 館 等 の 名 称
名 称 と して は 56件挙 げ られ た 。名 称 の 一 覧 は 、巻 末 資 料 に
記 した 。 内 訳 は 、43件が 公 立 館 で あ っ た 。
名 称 が 挙 げ られ た 美 術 館 の な か に は 、 先 駆 的 な 取 り組 み を
され て い る と こ ろ も 多 々 あ る 。 例 え ば 、 岐 阜 県 立 美 術 館 や 愛
知 県 立 美 術 館 は 、1998年か ら視 覚 障 害 者 の た め の 鑑 賞 会 を 行
つ て い る (力日藤 ら,2001;深山 ,2006)。
(2)美術 館 等 の 活 用 ・ 連 携 の 実 施 回 数
授 業 や 行 事 で 美 術 館 等 を 年 に 何 回 活 用 して い る か 尋 ね た と
こ ろ 、 年 に 1 回 が 15件(44%)、 年 に 2～4回が 9イ牛(26%)、 2
年 に 1回が 1件(3%)、数 年 に 1回が 8件(24%)であ つ た (表9)。
続 い て 考 察 だ が 、美 術 館 等 を 活 用 して い る 学 校 は 34件で あ
る こ とが 確 認 で き た 。 実 施 回 数 が 年 1回の 学 校 は 15件(44%)
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で あ つた。2年に 1回、数 年 に 1回実施 の学校 を合 わせ る と 9
件 で 、数 年 に 1回実施 す る学校 も多 い。 同 じく 9件が 1年間
に 2～4回実施 してい る。全 体 的 に年 に 1回実施 で き るか で き
ない か く らい の頻 度 で あ る。 学校 に よって は授 業 時 間 との兼
ね合 い で行 く時 間が ない こ とも予測 され る。 ま た、行 く場 所
が あ つて も、決 ま ってい る展示 しか行 われ てい な けれ ば、何
度 も行 く意 味 を見 出す こ とがで きないで あ ろ う。
表 9美術 館 等 活 用 ・ 連 携 の 実 施 回 数
|■撃 件 0/0
年 に 1回 15 44
年 に 2～4回 9 26
数 年 に 1回 8 24
2年に 1回 3
年 に 5～9回 0 0
年 に 10回以 上 0 0
無 回 答 3
合 計 34 100
(3)美術 館 等 の 活 用 ・ 連 携 の 実 施 内 容
実 施 内 容 は 、作 品 鑑 賞 が 29件、文 化 施 設 で の ワ ー ク
プ が 7件、 学 校 で の 出 張 授 業 が 7件、 作 品 展 を 開 い て
が 3件、 文 化 施 設 へ の 作 品 展 示 等 へ の 提 言 、 協 力 が 2













3)近隣 の美術館 等 の有無
近 隣 に美 術館 等 は あ るが 39件(71%)、 ない が 15件(27%)
で あ った (図 10)。
近 隣 に 美 術 館 等 が あ る と
イ メ ー ジ が 人 そ れ ぞ れ 違 う
わ か らな い と推 測 され る 。
う回 答 は 39件あ っ た が 、近 隣 の





4)近隣 の 美 術 館 等
近 隣 の 美 術 館 等 の 名 称 は 、 授 業 や 行 事 で 行 く美 術 館 等 と 同
一 か とい う問 い に は 、は い が 25件(64%)、い い え が 5件(13%)
で あ っ た 。 無 回 答 が 9件(23%)であ つ た (図 11)。授 業 や 行 事
で 行 く美 術 館 等 は 、6割が 近 隣 の 施 設 で あ る とい う こ と に な





美 術 館 等 の 名 称 は 前 述 と 同 じか
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5)近隣 の美術館 等 の詳細
(1)名称 につ いて
近 隣 の美術館 等 の名 称 が前 述 と違 う 5件に名 称 を尋 ね た と
ころ 9件あった。
(2)実施 回数 につ いて
年 に何 回実施 して い るか とい う
件 、数 年 に 1回が 1件、無 回答 が
近 隣 の美 術館 等 を考察 す る と、
つ い て実 態 を把握 したか った が 、
もの で あつた。
問い に実施 して い ない が 3
1件で あった。
学校 近 隣の美 術館 等使 用 に
質 問の意 図が分 か りに くい
6)鑑賞 を行 う際 の連携 、協 力機 関
鑑 賞 を行 う際 の連 携 、協 力機 関 はあ るか とい う問 い に対 し
て、 あ る 力｀ 18件(37%)、 ない が 31件(63%)であ つた (図 12)。
連 携 、協 力機 関 につ い て考 察す る。 作 家や 学 芸員 との連 携
につ い て 中学校 の学習指導 要領 に示 され てい るが、連携 、協
力 機 関 が あ るの が 18件(37%)とな って い る。 奥 野 (1999)が
1998年にお こな った全 国盲 学校 の博 物 館 利 用 に 関す るア ン
ケー ト調 査 で は 、70校の うち小 学部 、 中学 部 とも に 58校
(85%)、高等 部 50校(78%)の回答 率 のなかで小 学部 3校、 中
学部 7校、高等 部 10校が博 物館 と連携 が あ る と示 してい る。
これ らは、 自然 科 学 系 の博 物館 の調査 で美術 館 が ほ とん ど含
まれ てい ない。 また、小学部 、 中学部 、高等 部 が分 かれ て い
るので単純 に比 較 で きない が、小 学部 、 中学 部 、高 等部 がす
べ て違 う学校 で あ る と仮 定す る と、合計 が 20校で あ る とい う
こ とに な る。 しか し、必 ず しもそ うで は ない と推 察 され る。
そ うで は ない とす る と、3校か ら 10校が博物館 と連 携 が あ る
とい うこ とにな る。1998年の調 査 と今 回 を比 べ る と、連 携機
関は多 くな って い る と予想 され る。 今 回 の調 査 だ けがす べ て
で は な く、他 教 科 で も連携 してい る学校 もあ るので はない だ
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ろ うか と予想 され る。
n=49
図 12連携、協力機関の有無
7)鑑賞 を行 う際 の連 携 、協 力機 関の詳細
(1)名称 につ いて
連携 協力機 関の名 称 は 27件あ げ られ た。名 称 の一 覧 は、巻
末 資 料 に記 した。14件が公 立館 で あ り、そ の他 は私 立 の美術
館 や 民 間団体 で あつた。
(2)これ までの取 り組み につ いて
これ まで どの よ うな取 り組 み を した か は 29件あげ られ た。
アか ら工 の 4つに分類 した。
ア .ワー クシ ョップ等(12件)
・ 青森 県 立美術 館 :奈良美 智展 あお も り大帽子 プ ロジ ェ ク
ト参カロと作 品鑑 賞
・ 三 内丸 山遺跡 :縄文 時遊館 見 学 と土偶 作 り体験
・ 昔 の生活 アイ ロン、本綿 の糸づ く り
・ あい ち トリエ ンナ ー レの鑑 賞
・ 時期 が合 え ば(例えば春 休 み 中 な ど)ワー クシ ョップや 鑑
賞 ツアー に参加 した。
・ 博 物館 の 出張授 業
・ 触 図筆 ペ ンで の ワー クシ ョップ
・ 作 家訪 問
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・ 藤 田嗣治 「秋 田の行事」 の作 品解説




取 り組 みの開始 時期 は、10年以上前 が





現在 の連 携 の頻 度 は 、
が 2件(11%)、無 回答 が
表 11
年 に 1回が 10件(56%)、年 に 2～4
6件(33%)であ った (表 11)。
現在の連携の頻度
回








使 用 して い る教 材 に つ い て は 13件の 回 答 が あ つ た 。
・ 美 術 館 の 収 蔵 作 品 (年に よ り入 れ 替 え が あ りま す )
・ ア イ ロ ン
・ 糸 車
・ 展 示 中 の 作 品
・ 実 際 の 展 示 作 品
0点字 資 料







(6)連携 に あ た っ て の 打 ち 合 わ せ
連 携 に あ た つ て の 打 ち 合 わ せ の 頻 度 は 11件の 回 答 が あ っ
た 。 ア とイ の 2つに 分 類 した 。
ア 。1～2回程 度 (7件)
01回
0事前 の 打 ち 合 わ せ で 1回
01～2回・ ・ 02件
0時間 や ど の よ うな 段 取 りで 行 うか な ど 1～2回
・ 1～2回程 度 、人 数 や 特 に 配 慮 が 必 要 な 生 徒 に つ い て の 連
絡
・ 電 話 や FAXで2回程 度
イ 。そ の 他 (4件)
・ 4、 5回(夏休 み 、 冬 休 み 、 実 行 委 員 会 )その 他 準 備 段 階 で
の 細 か な 打 ち 合 わ せ あ り
・ TEL、 FAXやメ ー ル で の や り と り
。か な り綿 密 に 行 う。
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0毎年 の こ とで あ るた め 、今 は打 ち合 わせ は ほ とん ど必 要
ない。
(7)準備 物 につ いて
学校 側 で準備 す る事柄 や 物 等 は 5件の回答 が あっ た。
・事 前学 習 を行 うな ど
。場 所 0時間・ 生徒    ,
0色を音 で表す機器・ 立体 コピー 図
・触 図 (サー モ フォムや真 空成型 、立体 コ ピー)やiPadなど
(以前 は 下絵 を美 術 ボ ラ ンテ ィア さん に描 い て も らっ た
こ とが あ る)
0点字版 の資料・ 出品者 リス ト、 コメ ン トの点訳
8)連携 、協 力機 関が な い理 由
鑑 賞 を行 う際 の連携 、協 力機 関 がない場合 、 それ はなぜ か
とい う理 由 と して は、近 くに文化 施 設 、 民 間団体 は あ るが 、
時 間 の確 保 がで きないか らが 12件、近 くに文 化施設 、民 間団
体等 が ない か らが 9件、近 くに文 化施設 、民 間 団体 は あるが 、
対象 の児 童 生徒 がい ない か らが 3件、その他 が 11件で あつ た。
そ の他 には、11件の記述 が あつた (図 13)。そ の他 に は、生 徒
の実 態 に合 った鑑 賞活動 が で き る機 会 を見つ け られ てい ない
た め、全 盲 生用 の触 察 で き る よ うな作 品 が あ る文化 施設 が な
い 、企 画展 で作 品鑑 賞 を依 頼 すれ ば して も らえ るが 、それ 以
上 の積 極 的 な取 り組 み は難 しい 、芸術 的 な取 り組 み の一環 と
して協 力依 頼 を した こ とが ない 、不必 要 なので特 に確認 を し










図 13連携 、 協 力機 関 が な い理 由 (複数 回 答 可 )
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第 5節 鑑 賞学習の工夫や困難 さ
1)鑑賞物 につ いて
鑑 賞学 習 で具 体 的 に どの よ うな対象 物 を鑑 賞 してい るか と
い う問い に対 して、彫刻 が 32件、平 面絵 画 が 29件、陶器 が
22件、彫刻 と陶器 以外 の立体 が 22件、半立体 (浮き上 が った
絵 画 な ど)が22件、美術 の ビデ オ教材 や番 組 が 7件で あ つた
(図 14)。立体 だ けで な く、平面絵 画 が鑑 賞 され てい る こ とも








図 14鑑賞物 (複数 回答可 )
2)鑑賞 学 習 に つ い て 工 夫 、 心 が け て い る こ と
(1)弱視 の 児 童 生 徒 に 対 して 、鑑 賞 す る 部 屋 の 照 明 を 適 した
明 る さ に す る 、 鑑 賞 物 の 高 さ を 調 節 す る 以 外 の 工 夫
ア か らオ の 5項目に 分 類 した 。
ア .教材 ・ 教 具 ・ 環 境 整 備 (17件)
・ 触 っ て 感 触 が 分 か りや す い も の を 選 択 し、 併 せ て 匂 い も
か が せ て み る (絵の 具 の 種 類 や ボ ン ドの 使 用 の 有 無 も 分
か る 子 が い る )
・ 見 え 方 に 配 慮 す る だ け で な く 、 個 々 の 生 徒 の 興 味 、 関 心
15
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に応 じた鑑 賞教材 を選 ぶ よ うに してい る(弱視 生 徒 )
・ 立 体 作 品 のみ に こだ わ らず 、 点 図の ない絵 画 で も実 態 に
応 じて実施 し、鑑 賞す る もの の対象 を狭 め ない
・ 絵 画 は 凸 図 に構成 しなおす 。 単純 化 す る(形、 色 )。 立体
化 す る
0モチー フの実物 を用意 して観 察 しなが ら鑑 賞す る
・ 反 射 しノイ ズ とな らない服装 (ガラス な どが あ る場合 )
0人物 の背後 の反射 をな くす よ う黒 い幕 を持 参 した こ とも
あ る
・iPadによる拡 大 (現在試 験 的 に 3D化や コン トラス トの改
変 、補助 線 の描 き入れ を してい る)
・ ス タ ン ドの活 用
・ 教 師側 で拡 大 した試 作 品 を先 につ くってお い て 、導入 で
使 用 す る
・ 一 人 ひ と り見 え方 が違 うので本 人 と話 してそ の都度 見 え
や す い状 況 を確 認 しなが ら鑑 賞 させ るよ うに してい る
・ 見や す い よ うに対象物 の位 置 な どを、本 人 に工夫 させ る
0視距 離 (適正 なキ ョリ)、 どこを どの よ うに見 るかポイ ン
トを伝 え る よ うにす る etc.
0鑑賞 の ポイ ン トに留意 しやす い よ うに声 か けをす る
・実物 の例 えば、人 の顔 と像 の顔 な どを交互 に触れ るな ど、
現 実感 を高 め させ る
・ 台 の下 に ろ くろをおい て 、複 数 の生徒 が多方 向 か ら さわ
れ る よ うに してい る
0図と地 の 区別 がつ きや す い よ うな、背景 (作品の奥 に敷 い
た り、か けた りす る布 等 )の工夫
イ。拡 大(14件)
・拡 大 コ ピー の利 用
・iPadの利 用
・ ル ーペ を使 用 す る
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・ 対 象 物 の 大 き さ   |
・ 拡 大 読 書 器 の 使 用 2件
・ イ ン タ ー ネ ッ トで 出 した 美 術 作 品 の 画 像 や YouTubeの映
像 な ど を 、 大 型 テ レ ビ で 見 せ て い る
・ 作 品 を 写 真 等 に 撮 り、 拡 大 して 提 示 す る
・ 拡 大 教 科 書 の 使 用
・ 作 品 の コ ピー が とれ る も の は 、大 小 と大 き さ を 変 え て (生
徒 の 視 力 に 合 わ せ て)用意 す る
・ 必 要 に 応 じて 拡 大 す る
・ 近 づ い て 見 られ る
・ 大 き さ― 近 づ い て 見 え る 範 囲 の 大 き さ に して い る
・ 単 眼 鏡 の 使 用
・ 大 き さ
ウ。説 明(12件)
・ 言 葉 に よ る作 品 の 説 明 (盲生 と 同様 に )
・ 見 え 方 に 対 応 した 説 明 を す る こ と
・ 説 明 文 (客観 的 に)をつ け る
・ 色 別 が 難 しい 生 徒 に は 、 色 を 教 え て い る
・ 色 を 説 明 す る
。必 要 に 応 じて 口で 説 明 す る
・ 彫 刻 等 形 に つ い て くわ し く説 明 す る
0説明 文 (客観 的 に)をつ け る
・ 言 葉 に よ る説 明 を 受 け た りす る 時 間 の 設 定
・ 作 家 の 歴 史 や 特 徴 な ど も含 め て 知 らせ る よ うに して い る
・ 鑑 賞 の 仕 方 が 問 題 。 作 品 名 ・ 作 家 名 な ど知 識 を 伝 え る だ
け で は ダ メ 。『 美 術 に よ る 学 び 研 究 会 』の 鑑 賞 教 育 を 参 照
0説明 の 工 夫
工 .触る(7件)
・ 触 れ て わ か りや す い 作 品
・ 十 分 に 触 察 す る
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・ 弱視児 0生に も手 で触 らせ て 、
る
0直接 触 られ る
0触れ て 良 い作 品 には触 らせ る
・ 必 ず触 れ させ る
・ 立体 コ ピー作 品 を見せ る
触 っ た 感 じ を 確 か め させ
オ。そ の他(3件)
・ 触 察 の練 習 も大切 だ が 「本物 の作 品 を美術 館 そ の場 で 、
自分 の心 に素直 に感 じ取 る こ と」が大切。(記録 を文 章 に
ま とめ る こ とは、新鮮 さをそ こな う。 短 い文 章 で十分 )
・ 鑑 賞 した物 の素材 や表 現方 法 、感 じた こ とを言 葉 で表 現
す る場 面作 り
・安 全 性
続 い て考 察 だが 、弱視 の児 童 生徒 には、鑑 賞 す る部屋 の 明
る さや鑑 賞 物 の高 さが 問題 に な る と考 え られ た。 弱視 の児 童
生徒 に対 す るそ の他 の工夫 と して 、教材 0教具 0環境整備 等
の工夫 が あ げ られ た。 見 え方 は本 人 で ない と本 当の ところは
わか らない の で 、 自分 の こ とを客観 的 に わか る年齢 にな った
ら、本 人 に ど うなのか を聞 き、個 人個人 に合 わせ た方法 で鑑
賞す る こ とが必 要 で あ る とい う意 見 が あ つた が 、そ の通 りで
あ る と考 え る。弱視 の児童 生徒 は、見 え方 が様 々で あ るた め、
個 人 に対応 した工夫 が必 要 で あ る と考 え る。 芝 田(2007)は、
弱視 者 の見 え方 を症候 的 、知 覚 的 に大別 す る と次 の 8つに な
るが 、 そ の状 態 は単一 の場 合 もあれ ば合 併 して い る場合 もあ
る と述 べ てい る。 以 下 が 8つの項 目で あ る。① 焦点 不適 合 :
焦 点 が合 わず 、 フォー カス され て い ない状態 、 屈折 ・調節 不
良、② 明 る さ不 足 :明る さが不 足 し、暗す ぎ る状態 、夜 盲 、
③ 明 る さ過剰 :明るす ぎて まぶ しい状態 、 グ レア、差 明、④
視 野不 良 :中心部 分 しか見 えない 状 態 (狭窄 )、 視 野 に見 え な
い部 分 が あ る状 態 (暗点 )、 ⑤ 図 と地 不 明瞭 :背景 (地)と視 対 象
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(図)の区別 がつ きに くい状 態.、 ものの境 界線 が不 明瞭 な状 態、
⑥ 奥 行 き不 明瞭 :段差 の存 在 、 そ の高 さが不 明瞭 な状態 、⑦
視 界 不 明瞭 :視界 が混 濁 してお り、霧 がかか った よ うな状 態 、
混濁・ 霧 視 、③視 界 不安 定 :視界 が安 定せ ず 、揺 れ てい る よ
うな状 態 、 眼振 (眼球振 盪 )。 そ の他 に立 体 的 に見 に くい 、動
的 な ものが見 に くい等 、 ケー ス に よつて多様 な状 態 で あ る。
ま た 、保 有感 覚 は個 人差 が大 き く、非常 に多様 で あ る と述 ベ
てい る。 誰 で も同 じ指導法 で よい とい うこ とに はな らない。
(2)盲の児童 生徒 に対 して 、触 察 を行 う、作 品 を対 話 しなが
ら鑑 賞す る以外 の工 夫
ア か ら力 の 6項目に分類 した。
ア .触察 の事 前 準備(13件)
0触察す る作 品 を鑑 賞す る前 に 、全 体像や 、描 かれ て い る
物 な ど、頭 にイ メー ジで き る よ うに説 明 した後 、触 察 す
る よ うに してい る
0人物 像 な どで は、実 際 ポー ズ を とってみ た り、物 を並 ベ
てみ る こ ともあ る
0事前 に どの よ うな物 で あ るか を声 か けす る
0鑑賞す るポイ ン トにつ い て も事 前 に話 をす る
・ 全 体 か ら部分 へ鑑 賞 を進 め る よ うにす る
0じっ く り時間 をか けて鑑 賞す るよ うにす る
0触図、模 型 の活 用
0触察 のテ クニ ックの 向上
0立体 的 な鑑 賞 とな る対話 、言語 的活 用
・触 図の触 れやす さの向上 を図 る工夫 (シッカ ロー ル をまぶ
す 、サ ラン地 の活用 )
。モ チー フの実物 を用意 して触 察 をす る 0(触察本 だ けで な
く)油絵 作 品の場合 は、キ ャ ンバ スや 油絵 を用意 し、作 品
の実 際 の風 あい な どを感 じて も ら う
・作 品の元 とな る物 が あ った ら触 ってみ る。(例えば、押 し
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花 な ら生 花 のみず みず しい花 び らや葉 に触 れ 、 比 べ て み
る とか )
・触 察 は 、立体 だ けで な く、平 面 にお い て も凸 凹 に よつ て
で き る こ とを伝 えてい る
イ。身 体感 覚 を使 う(6件)
・ 低 学年 ま での段 階 で、様 々 な素材 を扱 い、素材 の特徴 の
と らえ方 を身体全 身 を使 って行 うよ うに してい る
・ 作 品の におい をか ぐ
・ た た い て も良い もの(作品)なら、軽 くたた い た りして材
質 をた しか め る
0音が な る もの を してい る
・ 曲 を ききなが ら、 曲の リズ ム に あわせ て筆 を うごかす
0ビー 玉や た わ しな どころが した り、 こす った り して音 を
だす
ウ。作 家や 作 品(5件)
・ 作 家 の歴 史や 特徴 な ども含 めて伝 え る よ うに して い る
・ 対話 にな る と思 うが、作 家 につ い て説 明 を加 えた りす る
・ 対 話 の 中で は、作者 の表 現 した い こ と、作者 の考 えを大
切 に して い る
0先輩 の作 品 は、残 してお い て、鑑 賞す る対 象 とす る
・ 抽 象 的 な作 品 の場 合 は どん な題名 の作 品 と思 うか をた ず
ね た りして い る
工 .教材 0教具(4件)
・ 立 体 コ ピー の使 用
・ (平面 上 の作 品 の場 合)作品 の写真 をパ ソコ ンに取 り込 ん
で印刷 し、立体 コピー にか け るな ど
0絵画 作 品 につ い ては立体 コ ピー を使 用す る、(立体 コピー )
を作成 させ るな ど してい る
・ カ ラー トー クの使 用
オ .感じた こ とを言葉 にす る(4件)
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・ で き あが つた作 品ので きば えに ばか りこだ わ らず 、そ の
制 作 の過 程 を大事 に し、 制作 の計画や 、で き上 が って か
らの制 作 レポー ト(感想 )など、文言 で表 す こ とを行 つ て
い る
・ 作 品完成 後 作 品制作 を振 り返 り、感想 、 工夫 した とこ ろ
な どを書 い て 、作 品 と一緒 に鑑 賞展示す る。 全 盲 弱視 共
作 品鑑 賞 へ の とっかか りと し、作者 の思 い を知 るきつ か
け と して い る
・ 鑑 賞 した物 の素材 や表 現方 法 、感 じた こ とを言葉 で表 現
す る場 面 作 り
・ 子 どもの素直 な感 じ方 が大切 な ので 、教員 の質 問事項 に
は注意 が必 要。 美術 作 品 だ けで な く、広 く触 って感 じ と
る。 言葉 で表現 をす る こ とを育 て る こ とも大切 だ と思 う
力 。そ の他(7件)
・ 立 体 作 品 のみ に こだ わ らず 、点 図の ない絵 画 で も実態 に
応 じて実施 し、鑑 賞す る ものの対象 を狭 め ない
・友 達 の意 見 を聞 く
0+分に触 察 した り、言葉 に よる説 明 を受 けた りす る時 間
の設 定
0安全性
・ 大 き さ
0本物 作 品 に触 る
0全盲 の生徒 につ いては、本人 が納得 す るまで対 話 を しな
が ら触 察 を手助 けす るよ うに してい るが他 には特 にな し
・盲 の児 童 に対す る実践 の経験 が ないた め特 にな し
続 い て考 察 で あ るが、盲 の児童 生徒 には触察 を行 う、作 品
を対話 しなが ら鑑 賞 す る こ とが主 とな る こ とが考 え られ た。
そ の他 の工夫 と して 、盲 の児 童 生徒 に対 しては 、触 察 の事 前
準備 が多 く、事 前 に どの よ うな もの で あ るかイ メー ジで き る
よ うに説 明 した り、ポイ ン トにつ い て話 をす る こ とや モデ ル
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とな つてい る もの を実 際 に触 り、 よ リイ メー ジ を深 め られ る
よ うな取 り組 み を行 って い る こ とが うか が えた。 準備 をす る
こ とで鑑 賞 しや す くな る と推 測 され る。
3)鑑賞学 習 につ いての困難 さ
アか ら工 の 4項目に分類 した。 また、ア を さ らに① か ら⑤
の 5項目に分類 した。
ア .教材 等 に関す るこ と(19件)
① 予 算 が ない(4件)
0鑑賞 で き る作 品 を、学校 予算 で購入 す るこ とが十 分 に で
きない
・予 算 の都 合 もあ り、十分 な教材 の準備 がで きない
0触れ る レプ リカ の数 が足 りない。 高価 なの で 、購 入 もま
ま な らない。 中学部 3年十高等 部 3年で は、 同 じもの を
鑑 賞 す る こ とに な り、生徒 の鑑 賞体験 がふ えて い か ない
・ 半 立体 の大 きめの絵 画 作 品が 、安価 で購入 で きた り、借
用 で き る よ うにな る とよい。ギ ャラ リーTOMのよ うな も
のが近 くにあれ ばいい が ない
② 教材 が ない(4件)
・ 美術 は週 1時間だ けで、 しか も全学年 一緒 の授 業 なの で
3年間 を見通 した鑑 賞教材 を選 定す る必 要 が あ るが、専
門教員 もい ない ので 、 どの よ うな教材 が よい か 困 つて し
ま う
・ 学校 に美 術鑑 賞教材 が ない こ と
・ 鑑 賞 教材 が少 ない。 レンタル な どで 、い ろい ろな教材 に
触 れ る機 会 が あ る と良いが
・ 絵 画 作 品 は、名 画 で も点 図 な どでの資料 が ない こ と
③ 触 つて鑑 賞 で きない(4件)
0全盲生徒 が、触 って鑑 賞 で き る機 会 が少 ない
0手で触 る こ とがで きない物 の鑑 賞
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・触 って 良 い展示 が少 ない
・様 々 な もの を鑑 賞 で きない (触って鑑 賞 で き る ものが少 な
い )
④ 半 立体(4件)
・ 半立体 な どの教材 もあ る と良い
・絵 画 作 品が精密 に半立体 に表 現 され てい る作 品 が あ る と
よい
・ 半 立体 の絵 画 を鑑 賞す る、描 かれ て い る物 が、何 か を理
解 す るの が難 しい
・ 平 面 、絵 画 作 品 を レ リー フ状 に模 した教材 が あ るが、触
察 で は理解 しに くい (全盲 の生徒 )
⑤ 平 面(3件)
0平面 につ いて教 え る
・ 全 盲 生 の平面 作 品や音 声 の ない ビデ オ の鑑 賞 は 、少 し困
難
・ 全 盲 の子 どもが平 面作 品 を 「鑑 賞 して楽 しむ 」 に は限界
が あ る
イ .児童 生徒 の感 じ方 に関す る こ と(10件)
0先天 盲 の子 どもに絵 画作 品 も良 さ、色 あい 、感 じを伝 え
る こ とは難 しい。 中途失 明 の人 は色 に対す る感 覚 を持 つ
てい る人 が多 い ので 、イ メー ジ を広 げ る こ とで共感 で き
る こ とも多 い
・ 盲 の生徒 が色 の知識 (関連 )を、食材 の色 と結 び つ けて い
る
・ 混 色 のイ メー ジが難 しい
・ 色 の鑑 賞
・ 色彩 のイ メー ジが伝 わ りに くい し、お互 い のイ メー ジ が
い っ しょか ど うも確認 で きに くいので、悩 む ところ
・ 絵 画等 の作 品 は具体物 が描 かれ てい る作 品 は説 明 しや す
い が抽象 の作 品 は説 明 しに くい
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・ 生徒 は 、み なそれ ぞれ の 見方 や 考 えで 、モ ノを と らえ て
い て 、そ の見方・感 じ方 を ど うして よいか わか らない (今
は、大切 に しよ うと して い る)
0美術 作 品 の鑑 賞 の楽 しさを児 童 が感 じられ る よ うに支 援
す る こ との難 しさ
・ 児童 が美 術 作 品 に対 す る印象 を表現 す る言葉 が充 分 に育
って い ない こ とを感 じてい る
・ 見 る こ とと、触 るこ と、 それ を理解 す る こ とは異 な る と
い うこ と
ウ.時間 に関す る こ と(4件)
・ 一度 の鑑 賞 だ けで はイ メー ジがつかみ に くい が 、何度 も
鑑 賞 ばか りだ とほか の こ とをす る時 間が な くな って しま
う
・ 時 間 の確 保
0作品制 作 に時 間が必 要 なので 、鑑 賞 の時 間 を と りに くい
・授 業 時数 との兼 ね合 い で 、独 立 した形 での鑑 賞活 動 よ り
制 作 と関わ った形 での鑑 賞 の方 が多 くな る
工 .その他(5件)
・ 児 童 生徒 の人数 が少 ない た め、相互 の鑑 賞 がや りに くい
・視 覚 障害者 の美術鑑 賞 を効果 的 にす す めて い る実 践や 組
織 が あった ら教 えて ほ しい
・ 盲 の児童 に対 す る鑑 賞 の させ 方
・ どの程 度 (鑑賞 で)と りあ げれ ば よい か、指針 が 自分 の 中
で ま とめ られ て い ない の で、最 低 日本美 術 では誰 と誰 、
西洋美 術 で は誰 と誰 、 とい った よ うにま とめを作成 した
い と考 えてい る
。制 作 直後 に触 って鑑 賞 で きない こ と
困難 さにつ い て の考察 だ が 、鑑 賞 学習 につ い て 困難 さは 、
教材 に関す る こ とが多 か った。 触 って鑑 賞 で きない 、 半立 体
はなか なか読 み取 るのが難 しい、予 算 が ない、教材 が ない と
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い った こ とが並 んでい た。難 しい こ とを ど う克 服 す るのか 、
今 後 の課題 で あ る。 レンタル 教材 につ いて知 る手段 や触 っ て
鑑 賞 で き ない ものは ど うや つて鑑 賞す る とよい か等 1人で は
なか なか解 決 で きない こ ともあ る。 そ うい う時 に一 緒 に解 決
で き る人や機 関が必 要 なので は ない だ ろ うか。 鑑 賞 学習 の レ
ンタル教 材 はや は り専 門機 関 で あ る美術館 等 が貸 出 をす る こ
とが希 望 され る。 九州 国立博 物館 や滋賀 県 立近 代美 術 館 、 国
立 民族 学博 物館 等 レンタル教 材 を貸 出 してい る ところ も増 え
て は い るが 、 まだ まだ足 りない とい うのが現状 で あ る と予 想
され る。 学校 向 け レンタル 教材 は様 々な ものが あ る よ うで あ
るが 、視 覚 障害 に特化 した教材 が よ りい っそ う開発 され る こ
とが期 待 され る。今 後教材 開発 が行 われ る際 は教員 と美術 等
の専 門家 が一緒 にな って行 うべ きで あ る と考 え る。
児 童 生 徒 の感 じ方 に関す る こ とは、 とて も難 しい。 人 に よ
つてイ メー ジが違 うので、 同 じか ど うか確認 で きに くい の で
悩 む ところ とい う回答 もあ つたが 、イ メー ジの画 一化 は不 可
能 だ と考 え る。 それ ぞれ の見方 を大 事 にす る こ とや 主体 的 な
学 び が で き る よ うにす る必 要 が あ るので は ない だ ろ うか。 色
彩 を ど う教 え るか とい うもの もあ つたが 、 同 じ色 の こ とを言
つて も色 調 が違 った りす る。 そ の色 の感 じ方 は人 それ ぞれ で
あ る。 覚 え方 も人 それ ぞれ違 うの で、押 し付 け にな らない 程
度 に想 像 をふ く らませ る手伝 い をす るこ とが望 ま しい と考 え
る。 また 、感 じた こ とを伝 え る こ とので き る言語 力 をつ け る
こ とも大切 な こ とで あ ろ う。
4)鑑賞学 習 の在 り方 につ いての思 いや考 え
アか ら力に分類 した。 アは さらに① か ら⑤ に分類 した。
ア.鑑賞学習 の内容(40件)
①美術館 と鑑 賞(16件)
0美術館鑑 賞は学校 で行 う場合 、年 1回な どかぎ られて し
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ま う。 美 術館 な どへ行 きた い とい う思い の あ る生 徒 もい
るので 、個 人 が 自由にい つて も受 け入れ て も らえ る よ う
な取 り組 み が な され る よ うに、美術館 にお願 い したい
小・ 中学部 で は、県 立美術館 が触れ る こ とので き る鑑 賞
会 を開 き、それ に参加 (毎年 1回)してい る。他 に も、 私
立 の美 術館 が、お願 いす れ ば彫刻 に触 れ させ て くれ る(学
校 か ら、車 で 30分位 の所 に あ る)
美 術館 に 出か けて の鑑 賞 も弱 視 の生徒 な どはつ れ てい く
ととて も楽 しんでい る
1997年よ り美術館 と連 携 して い る。最 終 的 な充実 を考 え
るな らば 、障害者 の権利 条件 の よ うな型 で 、裏 付 け とな
る予 算 が少 しで もない と、著 作権 の課題 な ど足 かせ は残
りつ づ け るので はないか
美 術館 で の鑑 賞 も機 会 が あれ ば積極 的 に利 用 した い
公 的 な美 術館 が、視 覚 障害者 の触察 に よる鑑 賞 を恒 常 的
に受 け入 れ て くれ る とよい と思 う
地方 の美 術館 や ギ ャラ リー で は、 ｀ 触 れ て み る″ とい う
展 示 が ほ とん どない のが現状 で あ る
美 術館 な どで触 察 で き る美術 作 品が少 ない
本 物 に触 れ させ てや りた い。 盲 、弱視 の事 を美 術館 等 に
知 って も ら うこ とが大切
有名 な作 品が もつ と多 く触 察 で きる よ うに な る と望む
全盲 の生 徒 で美 術 大好 きな子 は 、「美 術館 に普段 行 つて も
触 れ ない か らつ まん ない。 手 でみ る造型 展 へ は 、家族 で
も別 の 日に行 ってい ます 」 と言 って いた。機 会 が増 えれ
ば もつ と良い と思 う。 世 界 が広 が る と感 じる
美 術 品 はその価値 か らか 、ベ タベ タに触 って も OKとい
う教材 が少 ない よ うに思 う
博 物館 な どで は時 々、昔 の道 具 を レンタル し、触 らせ て
も らってい るので、美 術 館 で もも う少 しそ うした機 会 を
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も らえ る とあ りがたい
・ 美 術 館 は もつ と積 極 的 に触 察 を含 む鑑 賞材 料 を提 供 して
ほ しい と思 う。 作者 の有 名 、無名 にかか わ らず 、作 品 に
お け る多 くの素材 や形 等 にふ れ るこ とは意 義 が あ る と思
う。 これ は、見 え る、見 えない にか かわ らず 、児 童 生 徒
全 体 に言 え る こ とで は ない だ ろ うか ?昔の兵庫 近代美 術
館 で彫刻 が さわれ る展 覧 会 が あ つた。 あん な風 な展覧 会
が た くさん あ る と良い な
・ 弱視 生徒 につ い て は、美 術館 で の作 品鑑 賞 も可能 か と思
われ るが 、全 盲生徒 につ い て は、触 れ る こ とが で きな い
ので実 際 には難 しい か と思 う
0美術 の授 業 は弱視 0全盲 にか か わ りな く一 緒 に行 つて い
るの で、美術館 へ行 くとい うこ とも してい ない。 以前 、
美 術館 の企 画 で 出前美術 館 とい うものが あ り、鉄 の彫 刻
作 家 の金 沢健 一 さんが学校 へ 作 品 を持 ち込 んで 、全校 で
鑑 賞会 を した経 験 が あ る。 この作家 の作 品 は、音 な ど も
体幹 で き る作 品で、視 覚 障害者 で も楽 しめ るものだ っ た
② 自分 の作 品 と鑑 賞(8件)
・ 授 業 の 中で は、生徒 同士 が 自分 の作 つた作 品 を友 達 に説
明 しなが ら友 達 の感想 を聞い て思い が けない感 想 が返 っ
て きて笑 つた り、再度説 明 した りと、和気 あい あい と気
兼 ね な くで き るので、授 業 の 中での鑑 賞 の 時間 は大切 に
した い
・ 作 品 展 で 評 価 を え る こ
な 人 よ り声 を か け て も
る
とや 、 文化祭 で の展 示 な どで身 近
ら うこ とが作 品の励 み に な つて い
鑑 賞 で は、 自己の作 品 の 良 さを味 わ い、完 成 した こ とや
制 作 して 良か った とい う喜び を感 じて欲 しい と思 つて い
ます。それ らを体感 した り実感 した りす るた めに、「完 成
作 品 を使 う」 こ とを取 り入れ て い る
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0作品 は使 用 で き る物 に添 付す る とい う方 法 を とる こ と も
あ る。 絵 画や彫 刻 等 そ の ま ま作 品にす る こ とが 多 いが 、
昨年 は紙 (点字 用紙 等)を入 れ て持 ち歩 くフ ァイ ル をダ ン
ボール で制作 し、弱視者 には絵 を描 いて貼 らせ 、点字 使
用者 には段 ボール にそ の まま穴 をあ けて絵 を書 かせ 、 そ
の穴 に ビー ズ を埋 め込 ん だ。使 用 してい るか は不 明だ が、
作 つた物 を生活 に生 かせ る形 で手元 に置 くこ と も取 り入
れ てい る
・ 作 った もの を生活 に活 かせ る形 で手 元 に置 く とい う考 え
の も とで 「エ コバ ックの装飾 デ ザイ ン」や 「染 色 でデ ザ
イ ン しラ ンチ ョンマ ッ トを作 る」、「時計や オル ゴール の
デ ザイ ン」等 の取 り組 み が あ る
・ ※鑑 賞 は、制 作 中や完 成 直後 に感想 を言 うとい う取 り組
み が多 い が、手元 に置 い てお い た り、家族 と一 緒 に身 近
に あ る物 を作 るこ とで「人 か ら感想 を聴 けた り」「愛着 と
い う感 覚 で考 えた り」 で きた ら良い な とい う期 待 や願 い
もあ る
・ 特 に鑑 賞 学習 の時 間は確 保 して いないが 、作 品制 作 にお
い て は常 に対 象物 を触 察 して取 り組 み 、完 成 した作 品 に
お い て は 、お互 い の作 品 を見 た り、触 察 した りす るな ど
して鑑 賞 してい る
0鑑賞 とい う時 間 を設 定す るの で はな く、作 品 を製 作途 中
で も友 人 の作 品 を鑑 賞す る時 間 を持 つ こ とも大 事 に して
い き ブヒい
③ 教材 につ い て(6件)
・視 覚 障害 の生徒 は、見 る活動 が難 しい。視 覚 障害 に特 化
した鑑 賞教材 が身近 にあれ ば指 導 に生 かせ る と思 う
・ 昨年 度 、 ｀ 手 で見 る北斎 ″の触 図本 を送 って も らつた た
め 、(鑑賞 学 習 に)取り組 む こ とがで きた が 、学校 内だ け
で取 り組 む こ との難 しさも感 じてい る
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・ ｀ビデ オ教材 の活 用 ″や 半｀ 立体 の教材 の作成 ″ ｀ 言 葉
で伝 え る″ な ど、方法 を工夫 しなが ら、取 り組 み たい と
考 えてい る
・ ふ れ る名 画集 はわか りに くい。 ポー ズ を とつた方 がイ メ
ー ジ しや す い
・ 色 彩 をイ メー ジ させ る こ との難 しさが あ るので レ リー フ
作 品や 立体彫刻 で触 察 で き る教材 を工夫 す る こ とが大 切
で あ る と思 う。 (全盲 の生徒 )
・パ ソコンや タブ レッ ト端 末 で拡 大 で実際 の画像 を見 る(弱
視 生徒 )
④ 言語活 動 と鑑 賞(5件)
・ よ く触 つて 、見 て 、言葉 で表 現す る こ とが大切 に感 じて
い る
・ また 、集 団学習 が可能 な ら、友 達 との意 見交換 の場 も設
定 して い きたい と考 えてい る
・ 日常 の 中で見つ けたデ ザ イ ンや 作 品 、美 しい物 等 につ い
て身 近 な人 と話 し合 う経 験 が大切 だ と思 う
・ 重度 重複 障害者 と取 り組 んで い る と、言語 活動 の充 実 の
難 しさを感 じる。簡 単 な こ との説 明 が明確 で な い こ とが
あ り、そ こが原 因 と思 われ る解 決 法 が発 見 で きてい ない
子 ども と職 員 が い るか らで あ る。 て いね い に計 画 的 に言
語 的 な提 供 を どの よ うにす るのか もつ と工夫 しなけれ ば
と考 え る
・ こ とばで伝 え るには限界 を感 じる。 作 品 を 目で 見 た時 の
あの感 覚 を ど うすれ ば味 わわせ て あげ られ るか いつ も悩
む
⑤知識 習 得 と鑑 賞(3件)
0-般的 な知識 と して、有 名 な画家や 作家 の名 前や 代表 作
品 を知 り、半 立体表現 の本 な どで、触 れ る もの には触 つ
て感 じる こ とが一つ
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・ 一 般 的 な教養 と して、名 作 の作 品や 作家 につ い て は知 つ
て い て も らいたい。 言葉 だ けで は伝 わ らない の で何 か き
っか けに な るものが あ る と良い と思 う
・ ※気 持 ち的 には、美術 館 との連 携 した鑑 賞 学 習 は大切 で
あ る と思 ってい るが、 それ は前 段 階 に どれ だ け生徒 た ち
が それ らにつ いて学習 し、理 解 して い るか が大 きなポ イ
ン トにな る と考 えてい る。 弱視 生 も全 盲生 も鑑 賞 を楽 し
み 、それ を 自 ら深 めてい くこ とがで きる よ うに 工夫 して
い きたい と考 えてい る
。教 員 の悩 み等(14件)
0もつ と鑑 賞 の機 会 を多 く設 けて あげ たい が 000学校 外
で の鑑 賞 は担任 の先 生 に頼 る こ とが多 くな って い る
0本校 で は、美術教材 (鑑賞 学習 用 の)力れまとん どない た め、
なか なか ちゃん と した本 物 をみせ る こ とが難 しい。 ま た
本校 には美 術 教 師が一 人 のた め、小・ 中・ 高す べ て を一
人 でみ るた め、 なか なか ちゃん とした試 作 品 を提 示 す る
こ とがで きず 、生徒 に 申 し訳 ない な と思 う
・ 昨年 度 、盲学校 に赴任 し、試 行錯誤 しなが ら授 業 に取 り
組 んでい る。 生徒 の障害 の状 況 は様 々で あ るた め、一 人
一 人 に応 じた教材 の準備 に、 日々悩 んでい る
・ 特 に鑑 賞 学習 につ いて は、全 盲 の生 徒 に とつて は、触 察
で き る教材 が ない と、イ メー ジがわ き難 く、敬 遠 しが ち
な分 野 に なってい る
・全 盲 の生徒 に鑑 賞 学習 を行 うこ とは とて も配慮 が必 要 で
ど うす れ ば よい か悩 む。 全 体像 がわ か る よ うに は説 明す
るが 、説 明 しす ぎ る と教 師 の感 じ方 を押 しつ け る こ とに
つ なが るので生徒 自身 に想 像 させ る こ とが大切 だ と思 う。
そ のバ ラ ンスが難 しく勉 強 中
・彫 塑 、彫刻 は さわれ る機 会 が あ るが (どれ で もな か なか近
くに多 くない )、 絵 画や 、デ ザ イ ンの その感 動や 、感 じる
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機 会 の保 証 に苦慮 してい る
・ 視 覚 障害者 に とつて鑑 賞 とは、 どの よ うに と らえた らい
い もの なのか 、難 しい と感 じてい る。 晴 眼者 が鑑 賞す る
こ とで感 じられ る、美 し さと同 じで は ない こ とは わか る。
・視 覚支援 学校 は 中学部 の生徒 の数 も少 ない た め、1～3年
合 同で授 業す る こ とが多 い と思 われ るが 、全 盲 か ら弱 視
の生徒 まで多様 なので、各 自にわか りや す い教 材 を用 意
して 、充 実 した鑑 賞教 育 を実施 したい
・ あま り肩 に力 を入 れす ぎない で もい い の か な・ 00とも
思 う。数 年 前 に 「touch in盲学校 」 とい うイベ ン トを立
ち上 げ、専 門職員 がいわ ゆ る「名 画」を もつて きて解説 、
対話 、触 察 etcをした。 視 覚 障害 の ある職 員 も参加 した
が 「は つ き り言 つて何 が面 白い のか分 か らない 」 と言 つ
た感 想 もあ つた そ うだ。 視 覚 障害者 (児)の実態 、生活 体
験 、今 興 味 関心 を もつて い る こ と等 と結 び つ く もので な
けれ ば、見 え る側 の押 しつ けに なって しまい 、「ふ― ん、
で ?」 み た い な感 じにな って しま うもので ある
'日本 国 内外 で様 々な鑑 賞 の取 り組 み が な され てい るの で、
とて も参 考 に な るが、見 えて い る人 の立場 か らの説 明・
教 材 に な って い る事 が多 い(あた りま えだ が)ので 、何 か
工夫 で きた ら良い と思 う
・ 鑑 賞 学 習 (特に視 覚 障害者 が対 象 の場 合)は、特 に教員 の
力量 が必 要 だ と思 う
・ 触 察 の こ と、対話 の こ と、触 察本 の活 用 な どに興 味が あ
る。 今 回 の研 究成 果 を、 いず れ教 えてい た だ け る機 会 が
あ る とあ りがた く思 う
・視 覚 障害者 の美術 指導 には私 自身 の課題 も多 い。 今 回 の
調 査 の結 果 をぜ ひ報告 して も らいた い。 本 校 で も参 考 に
して指導 に生 かせ てい きたい とも考 えて い る。 また、視
覚 障害者 の美 術 教 育 、活 動等 の団体やネ ッ トワー クな ど
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あれ ば教 えて も らい たい と思 う
・ 今 年 度 か ら図工 の指 導 に あた る。 わ か らない こ とが多 い
ので 自分 もい ろい ろ勉 強 したい と思 ってい る
ウ。学校 や 生徒 の実態 に関す る こ と(10件)
・ 美 術 の授 業 で は、大 き く 「表 現 」 と 「鑑 賞 」 を扱 うが ど
うして も 「表 現 」 に比重 が大 き くな る
・ 視 覚 障害 だ か らこそ表 現 す るた めの力 を伸 ば してい か な
くて は、 な らない。 そ の た めの美術 科 で の授 業 は、大 切
で あ る と思 う
・美 術 は 、鑑 賞 もあ るが 、表 現 に も力 を入 れ てい きたい と
思 う
・鑑 賞 学 習 は大切 だ が、 図 工、美術 の時数 が ここまで減 ら
され てい る中で は、制 作 に充分 な時 間 を取 る必 要 か ら、
鑑 賞 に充 て る時 間 が少 な くな るのは仕方 の ない こ とだ と
考 えてい る
0本校 小 学部 高学年 は週 1時間(45分)しか 図工の 時間が な
い ので 、 なか なか美 術鑑 賞 を行 う時 間が とれ な い のが現
実 で あ る
0鑑賞 に適 した教材 が校 内 にない こ とや 、2時間つづ きの
授 業 が な く校 外鑑 賞学習 を設 定す る こ とが 困難 な状況 に
あ る
0本来 は 中高生 の間 に様 々 な作 品 に触 れ る こ とも重視 で き
る とよい が取 り組 む こ とが難 しい … 。とい うの が現 状 で
あ る
0本校 は、児 童・ 生徒数 の減少 、障害 の多様 化や 重複化 の
傾 向 にあ り、鑑 賞学習 をいか に進 め るか考 える ところ。
・ 生徒 の実 態 も様 々なの で 、今 回答 え られ て い ない点 もあ
った か と思 う
0視覚 に障害 が あって も、意外 と美術 や 図工 が好 き とい う
生徒 は多 い と感 じて い る
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工 。希 望 や 今後 の課題(9件)
・ 作 業 学 習 が 中心 だ が、 な るべ く鑑 賞 学習 も授 業 で これ か
ら、増 や してい きたい と思 う
0近隣 に美 大 とか もあ るの で、立体作 品 とか触 れ る機 会 が
あれ ばい い と思 うが、児 童 のニー ズがそ こまで 至 って い
ない こ ともあ り、進 めて い ない。今 後 の課 題
0機会 が あれ ば、外 部機 関 も利 用 で き る と良い と考 えて い
る
・ 様 々 な素材 の物 に触れ る機 会 を持 ちたい と考 えてい る
0(鑑賞 学 習 は)必要 だ と思 う。 遊 歩道 、 ビル な どの芸術 作
品 にた くさんふれ させ た い
0卒業 後 、美 術 を身近 に感 じる生活 を送 るた めに も鑑 賞 は
大切 に してい きたい
。子 どもた ちの将 来 を考 え る と 「表現 す る人 」 は非 常 に少
ない。 小・ 中学生 の うち に もつ ともつ と地域 の教 育資 源
を活 用 した 「鑑 賞 」 の機 会 を増 や したい。 そ うす る こ と
で大 人 に なって も 「美術 館 0博物館 へ行 つてみ よ う」 と
い う素地 がで き るので は ない か と考 え る。 ただ 実 際 に授
業 の 中で美術館 へ行 こ うと思 うと厳 しい現 状 が あ る
・ 今年 度 、彫刻 美術館 の彫刻 巡 回展示 に応 募 した ところ、
運 良 く当選 した た め、3学期 中に彫刻 の鑑 賞学 習 を行 う
予 定。 今 後 も、 この よ うな彫刻 巡 回展示 を通 して、生 徒
た ちの感 受性や 触 察力 を高 めてい きたい と思 う
・ 授 業 内 の鑑 賞 で は、模 写 (弱視 )の中で模 写 す る絵 の作 家
に触 れ て 、 ビデ オ を鑑 賞 して か ら取 り組 む な どす る と無
理 な く鑑 賞 も取 り入れ られ る と思 う
オ .鑑賞 学習 は有 意義(7件)
・ (鑑賞 学習 は)経験 と してや っておい て よい と思 う
・ 美 術 の一般 的 な楽 しみ方 は鑑 賞 にあ る と思 う
0図工・ 美 術 の制 作活動 同様 、 とて も大切 な活動 で あ る と
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考 え る
・ 鑑 賞 学習 は、生徒 た ちの感 受性 や触 察力 を高 め るた め に
も大切 な学習 で あ る と思 う
0特に盲児 童 は触 察 に よつて情 報 を得 る こ とが多 い ので 、
触 って鑑 賞す る時 間は大切 だ と考 えてい る
・ 自分 のイ メー ジ を もつ こ とや 、友達 は どん なイ メー ジ を
もつてい るのか考 える こ とが で き るので、鑑 賞 学習 は必
要 だ と考 え る
。鑑 賞活 動 は、視 覚 障害 の あ る方 に とって も とて も大切 な
活 動 と思 つてい る。教養 を深 め、美 術 の面 白 さを感 じて
い け る よ う表 現活 動 とのバ ラ ンス を図 つて取 り組 み た い
と考 えてい る
力。そ の他(3件)
0盲児 と弱視 児 が一緒 に学 習 してい るので、 ビデ オ に よ る
鑑 賞 は難 しい と思 う
0形や 素材 感 、色 、動 き等 に興 味 を持 って注 目した り意 識
を向い た りしなが ら、 日頃 か ら生活 す る こ とが必 要 だ と
感 じてい る
・ 晴 眼者 と同 じ感 覚 を味 わ えて 、 同 じ感想 を持 て る と思 わ
れ る取 り組 み と して一連 の凧 制 作 が あ り、鑑 賞 と して の
[凧上 げ]は、上空 の風 を手応 え と して味わ うこ とがで き、
自分 の制 作活 動 に 「美 」 と共 に 自分 な りの価 値 付 けが で
き る鑑 賞方 法 だ と思 つてい る
鑑 賞 の在 り方 につ い て尋 ね たが 、鑑 賞 学習 の 内容 につ い て
の回答 が圧 倒 的 に多 か った。 中で も、美 術館 と鑑 賞 に関す る
こ とが多 い。 回答 の なか に は、美 術館 は もつ と積極 的 に触 察
で き る鑑 賞 教 材 を提 供 して ほ しい とい う声 が 美 術 館 と鑑 賞
15件の うち 9件もあ り、まだ まだ美術館 には触 る こ とがで き
る展 示 が少 ない の では ない か とい うこ とが想 像 で き る。美 術
館 と連 携 してい る ところ もあれ ば 、美術館 は触 るこ とがで き
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ない場 所 で あ る と思 つてい る教員 もい る こ とを知 る こ とが で
きた。
鑑 賞 に適 した材 料 が なか つた り、時 間が な くなか なか鑑 賞
学 習 をす る こ とは難 しい とい つた声 が あ る一方 で 、鑑 賞学 習
は感 受 性 や触 察力 を高 め るた めに も大切 な活 動 で あ る とい う
意 見や 、鑑 賞 学習 は とて も大切 な活 動 で あ る とい う声 もあ つ
た。 教員 の悩 み等 は様 々で あ るが 、鑑 賞 につ い て教 員 自身 が
学習 意欲 を持 つてい る ものや 今 後 の課題 と して い る もの も多
く、今 後鑑 賞 学習 が発 展 してい くこ と期 待 で き るの で は ない
だ ろ うか。 視 覚 特別 支援 学校 の教員 の間 で情報 交換 をす る こ
とや 、視 覚 障害者 と美 術鑑 賞 の研 究会 の よ うな 団体 に参加 す
るきつか けが あれ ば よい。 そ うい う団体 を知 る こ とがで き る
よ うな体 制 をつ くる こ とも必 要 で あ る。
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第 4章 総 合考察
第 1節 触 察
視 覚 障害児 の教 育 におい て大切 な触 察 につ い て、調査 か ら
多 く見 る こ とがで きた。 美 術 作 品 を鑑 賞す る際 に気 をつ け な
けれ ば な らない こ とは、 自 らの意 思 を持 って触 る とい うこ と
で あ る。 小原(2012)は、触 察 資料 が あつて こそ 、見 えない 人
中心 の鑑 賞・観 察 が可能 に な る と述 べ てい る(広瀬 ,2012)。触
り方 は人 それ ぞれ が身 につ けて きた もの と言 われ た りす るが、
鳥 山(2007)は両手 を使 って 、手 を動 か しなが ら、全 体 をま ん
べ ん な く触 って観 察す る こ とが大切 で あ る と述 べ て い る。 こ
れ と併 せ て全 身 で感 じるよ うに、 で き るだ け時 間 を か けて行
うこ とに よつて よ り対 象 が どの よ うな ものか感 じる こ とが で
きるで あ ろ う。
教員 が手 を添 えて触 らせ るだ けで は、児 童 生徒 が 自分 の意
思 で触 った とい うこ とには な らず 、主体 的 で は な く受 け身 に
な うて行 った こ と とな る。 自分 か ら行 つた こ とは印象 に残 る
もので あ るが、人 にや らされ た こ とはあま り印象 に残 らな い。
自分 か ら触 ってみ た い と思 え る よ うな もの を持 て る授 業 の工
夫 を教 員 は しな けれ ば な らない。
また 、触 る こ とには 日で見 るこ とと違 い時 間 がか か る。 限
られ た時 間 で多 くの もの を触 察す るので は な く、適 切 な物 を
取捨選 択 す る こ とが必要 で あ る と考 え られ る。 まず は、子 ど
もの興 味 関心 に即 した鑑 賞 学 習 を行 うこ とが求 め られ るの で
は ないだ ろ うか。
池 谷 ら(2010)は、視 覚 障害児 の経 験 の主 た る手段 は触 覚 の
活 用 で あ るが 、触 る教材 を用意 す るだ けで な く、触 覚 に よる
イ メー ジ形 成 の プ ロセ ス を理解 し、十分 な時 間 をか けた触 察
指導 が な され な けれ ば効 果 を挙 げ る こ とは 困難 で あ る と述 ベ
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てい る。 ま た、触 覚 に よる観 察 とイ メー ジ形 成 には対話 が必
要 で 、 自分 の得 たイ メー ジ を言語 化 し、対話 に よつ て深 め る
こ とで イ メー ジの定着 を図 る と述 べ てい る。 ま た 、イ メー ジ
を作 るプ ロセ ス を保 証 しな けれ ば な らない とも述べ てい る。
授 業 で は、子 どもが納 得 す るまで触 る こ とので き る時 間 を保
証 で き る よ うな活動 と対話 を しなが ら触 察 で き る活 動 が望 ま
れ る。
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第 2節 美術館 等 の活用
日本 の美術館・博 物館 で は、展示 品はガ ラス ケー ス に入 り、
触 れ ない ものだ と考 え る人 が多数 い る。 また 、宝物 を所 蔵 し
てい る ところが美術館 0博物館 で あ る と認 識 され て い る。 博
物 館 の主 な仕 事 は、保 存 と収集 と展示 で あ る。 博 物 館 等 で触
る こ とを好 まれ ない の は、展 示 品 の保護 とい う観 点 か らで あ
る。 ま た 、照 明が暗 い のは展 示 品 を守 るた めで あ る。 日本 の
博 物館 の場 合 、所蔵 品が 日本 古 来 の作 品 で あ り、材 料 が木 や
紙 で あ る場 合 が多 い。これ らは照 明 に よって 日に焼 けやす い。
写真 撮影 が禁 止 され てい る こ とも、 こ うい った理 由か らで あ
ろ う。海 外 の博 物館 で写真 撮影 が許 可 され てい るこ とが多 い
の は、
~原材 料 が石 で あ る場 合 が多 いか らだ と考 え られ る。 多
少 の ダ メー ジ に強 い素材 が使 われ てい るので 、 ガ ラ スケー ス
に入 れ な くて も傷 ま ない。 日本 の場合 はそ うい った展示 物 は
少 ない。 近 づ い て見 る こ とや触 っ てみ る とい つた発 想 が な か
な か で な か っ た の で あ ろ う。 実 際 に東 京 国 立 博 物 館 で は 、
2010年に視 覚 特別 支援 学校 の博 物館 対応 依 頼 を一 度 断 つ て
い る。 現在 は学校 教 育 プ ロ グラムが実施 され て い るが、 ま だ
そ の よ うな ところが あ る と想 定 され る。
近 づ い て見 るこ とや 触 って み る こ とが で きない の で あれ ば、
視 覚 障害者 が美 術館 0博物館 等 に ア クセ スす るのが難 し くな
って しま う。 所 蔵 品が本 物 で 、重 要文化 財 等 で後世 に伝 えて
い か な けれ ば な らない もので あ る と した ら、触 る こ とが で き
な くて も仕 方 ない。 しか し、 それ で は実物 が ど うい った もの
で あ るかが イ メー ジ しに くい。 そ の よ うな場 合 は、 レプ リカ
を鑑 賞 す る とい う手法 が大切 にな って くる と考 え られ る。 レ
プ リカ を、質感 や 両感 まで本 物 そ つ く りに作 る こ とに よつ て、
本 物 と同 じよ うな感 覚 を味 わ うこ とがで き る。 小原 (2012)は
鑑 賞物 につ い て教 育 的観 点 か ら、触 って そ の物 の特 徴 が わ か
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る もの が よ く、特 に本 物 に 限 る必 要 はない と述 べ て い る。 し
か し、本物 が もつ力 はす ごい とも述 べて い る(広瀬 ,2012)。こ
の こ とか ら、本物 を触 る こ とが で き るこ とが一番 よいが 、難
しい場 合 は よ くで きた レプ リカ で触 察す るこ とで も問題 は な
い と考 え られ る。 鳥 山(2005)は、 貴重 な もので な くて も よい
か ら、本 質 的 な体験 につ なが る もの を触 察す べ きで あ る と述
べ て い る。
結果 か ら、美術館 等 の活 用 回数 は、年 に 1回か ら数年 に 1
回 の ところが多い とい うこ とが 明 らか になった。時 間 がな く、
ほ とん ど美 術館 等へ行 くこ とがで きない ので この 1回が とて
も貴 重 な時 間 で あ る と考 え る。 学 校 だ けで はで きない価 値 の
あ る活 動 が求 め られ る。 美 術館 等 で鑑 賞 をす る こ とがす べ て
で は ないが 、学生 の時期 に様 々な場所へ行 き、様 々 な物 を触
り、様 々 な話 を聞 き視 野 を広 げ る こ とも必 要 な活動 で は ない
だ ろ うか。鑑 賞 学習 を通 して美術 的 な ものの見方 だ けで は な
く、物 事 の本 質 を感 じる力や 触 察 力 、美 術館 とい う場所 の独
特 の雰 囲気 や 本 物 の存在感 を感 じる体験 がで き るで あろ う。
また 、知 らなか った こ とを学 ぶ こ とや興 味 関心 を持 つ きつ か
け ともな り得 る。 体験 が経 験 とな り、将 来趣 味 の選 択 を増 や
す こ と とな る こ とや 、 日常 生活 場 面 で役 に立つ こ と も生 じる
ので は ない か と推 測 され る。
また、美 術館 等 と連 携 して様 々 な取 り組 み を行 つ てい る と
ころ もあ る とい うこ とが明 らか に な った。 しか し、美術館 で
様 々 な取 り組 み を してい る こ とが知 られ てい な い と ころ もあ
るい うこ とも同時 に明 らか とな った。美 術館 は触 れ ない とい
う従 来 の 固定観 念 はまだ まだ残 つてい る。教員 の視 覚特別 支
援 学校 で の勤務 年数 や美 術 専 門教 員 で な い こ とも美 術館 等 の
現在 の取 り組 み を知 らない原 因の 1つで あ る こ とも予想 され
る。 美 術館 等 の取 り組 み は地域 差 が あ る と思 われ た が、質 問
紙 の回収 率 も関係 す るた め、確 信 す る よ うな結 果 は得 られ な
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か った。 しか し、 これ は、 学芸員 や職員 の意識 の差 も関係 あ
るの で は ないか と示 唆 され る。
美 術 館・博 物館 等 は近年 教 育普及 に力 を入れ るよ うにな り、
学校 教 育や 視 覚 障害者 向けプ ログ ラム開発や 展 示方 法 の研 究
を進 めて い る ところ もあ る。 美術 館 や博 物館 等 は この こ とを
視 覚 特別 支 援 学校 へ もつ と周 知 す べ きで あ る。 学校 の教員 は
美術館 や博 物館 等 の働 きか け を待 つ だ けでは な く、 近 隣 の美
術 館 等 へ視 覚 障害者 の受 け入 れ を尋 ね た り、視 覚 障 害者 の受
け入 れ の働 きか けをす るこ とが必 要 で あ る。 学校 と連携 した
い 団体 や美 術館 等 主宰 の教 育 フェアの よ うな もので もあれ ば
多 くの機 関 に一斉 に周 知 で き るので はないだ ろ うか。 学校 と
美術 館 等 を繋 ぐコーデ ィネ ー ター の存在 が あれ ば連 携 が しや
す い こ とも想 定 され る。滋 賀 次世 代芸術 セ ン ター とい う団体
は、 ま さに学校 と美術 館 を繋 ぐコーデ ィネ ー シ ョンの機 関 と
な り、学校 のニー ズや美術 館 等 の受入れ の状況 を確 認 し、 打
ち合 わせ や 当 日ボ ランテ ィア と して授業 へ入 る とい う形 で連
携授 業 を行 つて い る。
教 育 普及 活 動 を熱 心 にす る美術 館 等 と視 覚 障害者 の美 術 鑑
賞 を進 め る民 間 団体 、体験 が不足 してい る視 覚 特別 支援 学 校
をつ な ぐこ とがで きた ら、 もつ と両者 に とって利益 が あ るの
で は ない だ ろ うか。 わか りや す い 窓 口をつ くる こ とや教 科 間
を超 えた弾力 的 な学校 内の教 育 計 画 をた て る こ とが で きた ら、
博 物 館 等 に行 くこ とがで き る。 ま た、学年 間 を超 えて取 り組
み が で き る場 所 や課題 にす るの もいい ので は ないだ ろ うか。
予算 の 問題 も、人数 が増 え る と団体割 引等 に よつて個 々で実
施 す る よ りも抑 え る こ とが で き る と考 え る。 美 術館 等 を活 用
で き る こ とに な った ら、学校 側 は美術館 等 にま る投 げせ ず に
協 力 してや る とい うこ とを前提 に行 わ な けれ ば な らない と考
え る。 そ うで な けれ ば 、た だ遊 び に美術 館 等 へ 行 っ てい る こ
とに な るの で は ない だ ろ うか。 学校 の学 習 目標 を到 達す る こ
‐61‐
とを前提 に博 物館 等 を使 うとい う目的が あれ ば、教 員 の指 導
案 の も とに どの よ うな学習 にす るのか を決 め な けれ ばな らな
い と考 え る。 新(2012)は、博 物館 にお け る主 導 の主 体 は教 員
で あ り、学芸員 は あ くまで学習 支援 の補 助 的 な役 割 を担 うベ
きで あ る と述 べ てい る(小笠原 ら,2012)。
美術館 等 の活 用 に よつて 、学校 側 は本 物 教材 に児 童 生徒 が
接す る機 会 とな り、美 術館 ・博 物館 側 は今後 の視 覚 障害 対 応
に変化 が現 れ るな ど相 互 に得 とな る こ ともあ ろ う。 時 間、 距
離 、金 銭 等 物 理 的 な問題 が多 い の も現状 にあ る よ うだが 、体
験不 足 の視 覚 障害児へ の体 験 の機 会 は よ り増 や すべ きで あ る
と考 え る。 美 術館 へ行 くこ とを楽 しみ に してい る とい つた児
童 生徒 も現 にい る こ とか ら、今 後 何度 も美術館 等へ 訪れ る こ
とも想 定 され る。 美術 館 ・博 物館 等 の関係 者 は視 覚 障害者 が
訪 れ る こ とに よって 問題 に直 面 し、対応 が変化 して い く と推
測 され る。 そ して、 しだい に不備 も改善 され て い くこ とが予
想 され る。
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第 3節 鑑 賞学習の在 り方
1.教科 の統 合 を活用 した鑑 賞
視 覚 障害者 の鑑 賞 には時 間 をか け る必 要 が あ る。 時間 に制
限の あ る学 習 で は、複 数 の物 を鑑 賞す る こ とは難 しい。 時 間
をか けて じつ く りと見 る こ と、触 る こ とで物 の全 体 像 が 明 ら
か に な る:図画 工作・ 美 術 で は鑑 賞 も造形 も時 間の かか る学
習 で あ るか らこそ 、工夫 した活 動 を行 わ なけれ ばな らない。
調 査 結 果 か ら、 時 間が ない か ら造形 に も鑑 賞 に も力 を入 れ る
には無 理 が あ る とい つた意 見 もあ つたが、美 術館 等 で の鑑 賞
は図画 工作や美 術 の時 間だ けで な く、指 導要領 に書 いて い る
よ うに総合 的 な学習 の時 間 、学校 行事 、地域 に 関係 す る行 事
な ど と関連 を図 る工夫 がで き る。 また、違 った教科 と自主 的
に繋 げ る こ とで 、美術館 へ行 つて鑑 賞 をす る こ とが で き るの
では ない だ ろ うか。
中学校 の教 科 で考 え る と、社 会 で学ぶ葛飾 北斎 の東海 道 五
十 三 と美 術 で学ぶ美術 文化 と伝 統 に対す る関心 を高 め る学 習
は共 通 す る部 分 が あ るので は ない か と考 え る。 社会 と美 術 を
時 間続 きに して 、美 術館 へ 行 くこ とも可能 で あ ろ う。 そ の他
に も、 岡本 太 郎 の美 につ い て の評論 文 が教科 書 の単 元 に 出 て
きた ら、 国語 と美 術 の時 間 に見学 に行 くこ とも可能 で は な い
だ ろ うか。 そ の た め には、各 教科 の担 当が風 通 しの よい 関係
を築 くべ きで あ る と思 う。
2.交流 及 び共 同学 習 を活 用 した鑑 賞
鑑 賞 学 習 の際 の鑑 賞物 と して、彫刻 と平面絵 画 が上位 に挙
げ られ た。 絵 画 は基本 的 に触 つて鑑 賞 で きない もの が多 い た
め、対 話 して鑑 賞 を行 うこ とが予 想 され る。 視 覚 に障害 の な
い者 か ら説 明 を受 け る こ とが主 に な る と示唆 され る。しか し、
説 明 ば か りされ てい て は受 け身 に な って しま うで あ ろ う。 視
覚 特別 支援 学校 で は、授 業 中に写真 な ど触 る こ との で き ない
もの のイ メー ジ を、弱視 の児童 生 徒 が盲 の児 童 生徒 に印象 を
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伝 え、 それ につ い て盲 の生 徒 が質 問 して い る とい う場 面 に 出
くわす こ とが あ る。 相 手 と対 話 しなが らイ メー ジ を膨 らませ
てい く とい うこ とを 日常 か ら行 つてい る とい え る。 こ うい つ
た こ とか ら、絵 画 の鑑 賞 も同 じよ うに児 童 生徒 同士 で対話 す
る こ とで理 解 が深 め られ るので は ないか と考 え られ る。 弱 視
の児童 生徒 が盲 の児 童 生徒 と対話 す るだ けで な く、視 覚 に障
害 の ない者 と対話 す るこ とも必 要 とな ろ う。
鑑 賞 学 習 の 困難 さに児童 生徒数 が少 な く、 同年代 との集 団
的 な教 育活 動 が で きに くい と調 査 結果 が あ る こ とか ら、視 覚
特別 支援 学校 で は、交流及 び共 同学習 の なか で美術 館 賞 学 習
を行 うこ とを 1つの選 択肢 とす る こ とも よい のでは ない だ ろ
うか。 交流 及 び共 同学習 で は、相 互 の触 れ合 い を通 じて豊 か
な人 間性 を育む こ とや 教 科 等 のね らい の達成 を 目的 と して い
る。 交流 及 び共 同学習 を頻 繁 に行 ってい るの で あれ ば、美 術
の時 間 に一 緒 に美 術館 へ行 くこ とも可能 で あ る。 実 際 に質 問
紙 の回答 に他 教科 で あ るが 、交流 校 とともに博 物館 へ行 つた
と書 かれ て あ る ものが 1件あ つた。
美術館 で絵 画 な ど触 れ ない もの の鑑 賞 は、 ミュー ジア ム・
ア クセ ス ビュー の よ うな鑑 賞 ツアー の方 法 を参 考 に して行 う
こ とが適 してい るので はない か と考 え る。 ミュー ジ アム・ ア
クセ ス ビュー の鑑 賞 ツアー は、美 術 的 な知識 が ない 人 も、 自
分 の感 じた こ とをそ の まま相 手 に伝 え る とい う鑑 賞 して い る。
具体 的 には、① 静 か に鑑 賞 しない 、② 見 え る人 は一 方 的 な説
明 を しない 、③ 見 えない人 、見 え に くい 人 は聞 き役 に専念 し
ない 、④ 全 て をわか り合お うと しない とい うル ール を決 め て、
3人1組を基本 と して行 われ てい る。 なお 、 ミュー ジア ム 0
ア クセ ス ビュー で は、視 覚 障害者 を見 えない人 、見 えに くい
人 、視 覚 障害 の ない者 を見 え る人 と表現 してい る。3人1組
で会 話 を しなが ら鑑 賞 を し、鑑 賞 後 は、 グル ー プ ご とに鑑 賞
を言 い合 う。 これ を児童 生徒 同士 で行 うとお も しろい の で は
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ない だ ろ うか。3人1組は通 常学級 の ク ラス人数編 成 の都 合
上難 しい で あ ろ うか ら、 6～8人程 度 を 1グル ー プ に し、学 芸
員 や 教 員 、 ボ ランテ ィア等 大人 を グルー プの 中に 1人入 れ て
行 うこ とを提案 す る。 大 人 よ りも子 ども同士 の方 が 同年 代 な
ので価 値観 も似 てい る。何 よ り、子 どもの方 が大人 よ りも発
想 力 が豊 か で あ る。
ジ ュ リア・ カセ ム(1998)は、美 術館 で子 どもを案 内す る場
合 、 ガイ ドは子 どもた ちが 1つの対象 を注意深 く観 察 し、分
析 す るの を助 け、視 覚 的 な感 受性 を育て よ うとす るが、 この
方 法 は視 覚 障害者 に も応 用 で き る と述べ てい る。子 どもが一
部 分 を興 味深 く見 る とい うこ とは 、丁寧 に説 明す るのに適 し
て い るので は ない だ ろ うか。 大人 が見 えない ところまで子 ど
もは見 え るので 、鑑 賞 をす る場合 視 覚 障害児 とそ うで ない者
が 相 互 に 有 意 義 な 活 動 が で き る の で は な い だ ろ うか 。 林
(2001)は、気 構 えて しまい が ちな大人 とは異 な り、美 術 館 や
美術 作 品 を特別 視 しない子 どもた ちは、状況 さえ整 えば 目の
前 の作 品 を 自分 の 日で観 察 し、思 った事 な ら何 で も恐れ ず に
口に 出す と述 べ てい る。 年 齢 や ク ラスの雰 囲気 、性 格等 子 ど
もの実 態 は様 々で あ るので全員 が そ うで あ る とは断 定 しな い
が、 大人 よ りも比較 的思 いつ いた こ とを 口に 出す こ とが で き
る と予想 され る。
交 流 及 び共 同学 習 の なか で行 う時 は、年齢 や 障害 理解 の程
度 、意欲 等様 々 な問題 が生 じる こ とも考 え られ る。 年齢 は 、
小 学校 の高学年 か ら高校 生 で あれ ば可能 で は ない だ ろ うか。
また、視 覚 障害 で あった ら説 明 して も理 解 で きない ので は な
い か とい う考 え を持 たず に 自分 の言葉 で伝 え る こ とが必 要 で
あ る。 視 覚 特別 支援 学校 で は、 な か なか集 団 で の学 習 が で き
に くい ので この よ うな活動 も有効 では ないか と推 論 され る。
グル ー プで鑑 賞活動 をす るなかで 、話 さな けれ ば伝 わ らな い、
聞か な けれ ばわか らない とい つた なかで だ ん だ ん話 が続 くよ
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うに な って くる こ とも予想 され る。 交流 及 び共 同学 習 の際 は
視 覚 障害 児 がお客 さん の よ うに な らない よ うに美 術 館 へ行 く
時 か ら一 緒 に行 き、少 しで もお互 い の こ とを理 解 してい けた
ら打 ち解 け るこ ともはや くで き るだ ろ うと想 定 され る。
ア メ リア・ ア レナ ス は、観 衆 との対話 を も とに対 話型鑑 賞
法 を展 開 してい る。美術 作 品 に関す る解 釈や 知 識 の一方 的 な
伝授 で は な く、観 衆 との対話 を組 織化 し、交流 を形 成す る こ
とに重 点 を置 い てい る。 作 品 の意 味や価 値 は、意見 を相 互 に
交流 す る過 程 で創 出 され て い き、美 術 作 品の鑑 賞 を通 して観
察力 や 判 断力 、表現 力や批 評 力 を育 て る こ とを重視 して い る
(上野,2001)。また、 ジ ュ リアカセ ム(1998)は、芸術 作 品 の創
造 を完 結 させ る もの は個 々 の鑑 賞者 で あ り、 良い解 釈 は個 人
の創 造 的 な干渉 とい え るか も しれ ない と述 べ て い る。美術 史
の背 景 を考 えて鑑 賞す るだ けで な く、み て、感 じた こ とをそ
のま ま言葉 にす る こ とは大切 な こ となの では ないか と考 え る。
対 話 を しなが ら鑑 賞す る こ とに間違 い な どない はず で あ る。
鑑 賞 を行 う際 に、触 図 はあ ま り分 か らない 、 わ か りに くい と
い う話 も聞 くが、触 図 をみ なが らの対話 型鑑 賞 の練 習 に な る
ので 、鑑 賞 す る ときにイ メー ジ を膨 らませ る補 助 と して使 う
こ ともで き るのでは ないか と考 え る。
対話 型鑑 賞 の よ うに コ ミュニケー シ ョンを と りなが ら鑑 賞
す る こ とは 、学習指 導要領 に書 かれ てい る言 語 活動 の充 実 に
もつ な が る。 また 、 図画 工作や美 術 だ けで な く、 日頃の生活
の なか で コ ミュニ ケー シ ョンは必 要 で あ る。鑑 賞学習 を使 い、
物 事 を観 察 す る力 、考 える力 、言 語 力 も培 うこ とが で き るの
で はない か と考 え る。
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第 5節 研 究 に お け る 今 後 の 課 題
質 問紙 の作 りに不備 が多 か った と気付 くこ とが で きた。 問
い に 自分 の感 覚 で答 え る よ うな分 か りづ らい ものが あつた た
め、本 当に正 しい情 報 は わ か らなか ったで あ ろ うとい うこ と
が反 省 点 で あ る。例 えば 、近 隣の美術館 等 の近 隣 とは どの程
度 かや 、近 隣 の美術館 等 を活 用 してい るのか把 握 す るた め に
前述 の美 術館 等 と同 じか とい う質 問 には前述 して い な けれ ば
答 え られ ない とい った様 に理 解 で きず 、答 え られ な い回答 者
もい た。 ま た 、美術 の免 許 保 有 状 況 を尋 ね る と、複 数 教科 担
当で あ つて も、専 門は美術 か ど うか とい うこ とも把 握 で きた
ので は ない だ ろ うか。 質 問紙 調 査 は全 国すべ て の視 覚特別 支
援 学校 を網 羅 した わ けで は ない の で、 この調 査 の他 に も様 々
な実 践 が行 われ てい る こ と、 また は行 われ てい ない こ とが予
想 され る。 そ して 、調査 結果 の ま とめ方 で あ るが力 不足 の た
め、大雑 把 な もの にな つて しま ってい る。 も う一度 ま とめ直
す必 要 が あ る。
質 問紙結 果 か ら、年 に 1回程度 の美術館 等 の活 用 状況 が 明
らか となった た め、また、地理 的 時 間的 な条件 の困難 さか ら
先 駆 的 な学校 の授 業 見学 を行 うこ とがで きなか った。授 業 見
学 を行 うと、 また違 った視 点 か ら美 術館 等 を活 用 した鑑 賞 学
習 を知 る こ とがで きた ので は ない か とい うこ とが悔 や まれ る。
また 、児 童 生徒 の鑑 賞へ 対 す る意 識 は教員 の 回答 か ら少 しは
把握 す る こ とがで きた が、児童 生 徒 が鑑 賞学 習 や美 術館 等 に
つ い て ど う思 ってい るのか を尋 ね る こ とがで きれ ば児童 生 徒
の興 味 関心 、 ニー ズ に合 わせ た鑑 賞学習 を実施 す る こ とが可
能 で あ る こ とも推 測 され る。
また 、美 術館 等 の職 員 は学校教 育 との連携 や視 覚 障害者 の
鑑 賞 につ い て ど う考 えてい るのか知 る こ とも今 後 学 校 と連 携
を進 め る上 で必 要 な情報 とな ろ う。 結果 に挙 げ られ た学校 が
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活用 してい る美術館 等 の名 称 か ら、その施 設 で どの よ うな こ
とが行 われ てい るか につ い て調 査 す べ きで あ った。 研 究 の最
中の 11月に、六 甲山の上美 術館 とい う展 示 品のすべ てが触 れ
る美 術 館 が 開館 した。 触 る こ とが で き る美術館 が注 目され つ
つ あ る と考 え る。今 後研 究 を進 め る上で この よ うな場所 へ 行
き実 際 に どの よ うなニー ズ が あ るのか確 か め る こ と も必 要 で
あ ろ う。 最 後 に、鑑 賞学習 の在 り方 を述 べ たが 、実 際 に授 業
を行 って は い ない。今 後 、 この案 が実践 で き るのか確認 した
い。ま た、この よ うな研 究 を行 う人 に も実 践 して も らいた い。
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① 教諭  ② 講師
間2.貴校に赴任して何年目ですか。該当す.る番号に○をお付け下さい。
① l年目   ② 2～4年目   ③ 5～9年目   ④ 10年目以上
間3.所属学部はどちらですか。該当する番号に○をお付け下さい。











① 小(  )年   ② 中(  )年   ③ 高(  )年
④ 小(   )年～中(   )年     ⑤ 中(   )年～高(   )年













⑤ 半立体絵(砂絵、レー ズライター を使つた絵、植物を使つた絵等)









① はい  ② いいえ→間9ヘ





④ その他(                                 )
間 9.図画工作、美術の授業の指導場所は、図工室や美術室以外で行うことはありますかし
該当する番号に○をお付け下さい。























Ⅲ.鑑賞の学習について              |
A.鑑賞の学習についてお尋ねします。
問 13.鑑賞の学習 (作品鑑賞等)をおこなつていますか。該当する番号に○をお付け下さい。


































③ その他(                                 )
問 18.学校に鑑賞学習で活用できる美術作品等はありますか。該当する番号に○をお付け
下さい。
① はい  ② いいえ→間20ヘ

























⑥ その他(                                 )
間 23.近くに文化施設(博物館、美術館等)はありますか。該当する番号に○をお付け下さ
い。
① はい  ② いいえ→間26ヘ
→鑑賞学習をされていない方は間32へ      :
間24.〈問23-①はい〉を選択された方にお尋ねします。
それは、間22で答えられたところと同じ施設ですか。該当する番号に○をお付け下さい。




















⑥ その他(                  :             )
間 26.鑑賞を行う際の連携、協力機関(文化施設、民間団体等)はありますか。該当する番
号に○をお付け下さい。























































本 研 究 を 進 め る に あ た り、 多 く の 方 々 に お 世 話 に な りま し
た 。 深 く感 謝 の 意 を 表 しま す 。
兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 の 芝 田裕 一 先 生 に は 、 本 研 究 だ け で な
く、 こ の 2年間 日頃 か らや さ し く丁 寧 に ご指 導 い た だ き ま し
た 。 言 葉 で は 表 せ な い ほ ど感 謝 して お りま すb特別 支 援 教 育
専 攻 の 諸 先 生 方 に は 、 日頃 か ら ご指 導 い た だ き ま し た こ と に
お 礼 申 し上 げ ま す 。
研 究 に つ い て の ア イ デ ィ ア や き っ か け を い た だ き ま した 視
覚 特 別 支 援 学 校 の 先 生 に 感 謝 申 し上 げ ま す 。 全 国 の 視 覚 特 別
支 援 学 校 の 先 生 方 に は お 忙 しい 中 質 問 紙 調 査 に ご協 力 して い
た だ き 、誠 に あ りが と うご ざ い ま した 。ま た 、ユ ニ バ ー サ ル ・
ミ ュ ー ジ ア ム 研 究 会 の 皆 様 に は 研 究 会 に 参 加 させ て い た だ き
た く さ ん 勉 強 させ て い た だ き ま した 。そ して 、ミ ユ ‐ ジ ア ム・
ア ク セ ス ビ ュ ー の 皆 様 に は 、 ワ ー ク シ ョ ップ に 参 加 させ て い
た だ き 、 様 々 な 貴 重 な 体 験 を させ て い た だ き ま した し 本 当 に
あ りが と う ご ざい ま した 。
特別 支援 教 育専攻 の皆様 には 日頃 か ら助 けあい共 に学び 、
新 た な発 見 をた くさんす るこ ともで きま した。 いい思 い出 で
す。 あ りが と うございま した。 最後 に、 これ までいつ も自分
のや りたい こ とを させ て くれ た家族 に感 謝 します。
2014年2月 20日 高 橋 泰 佳
